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    彼はアイドル わたし「秘密の恋」しちゃってます

    　

    雨宮　紅子

    

    　

    　

    序章

    　

    薄暗い彼の部屋はいつも、気取った紫の花をイメージさせる香りがする。

    　

    「彩綾さあや……あぁ、いい。そう、それ気持ちいい。ホントいい身体だし舐めるのもうまいし、最高だよ。今度はさ、俺の上に乗ってよ」

    彼の鍛えられた厚い身体の上に乗る。自分以外の人間の身体って、なんてあたたかいんだろう――と、わたしはこういう瞬間にいつも思う。

    「そこに座って。うん、いいね。ほんとうにいやらしい身体をしてる」

    そう言いながら、彼が握った牡茎をわたしの太ももの内側に擦りつける。

    「ちょっと腰を浮かせて。――そう」

    テラテラと濡れた彼の分身がワレメにあたり、撫でるように上下する。ぬちゃぬちゃと卑猥な音がした。

    　

    「ねぇ、ショウくん。わたしのこと、好き？」

    「好きだよ。好きだから、抱きたいんじゃんか」

    「うん、そうだよね」

    彼が避妊具をつけ、わたしの臀部を掴みながらゆっくりと挿入する。わたしの肉襞を押し分けるように、牡茎がずぶりずぶりと奥へと突き進んでいった。彼はこうしてわたしを上に乗せ、身体を掴みながら突き上げることを好んだ。「彩綾の胸は今まで付き合ってきた女の倍はある。その胸が激しく揺れるのをよく見られるから、これがいいんだ」と前に言っていた。

    「あぁ……すごく締まってて……気持ちいいよ。ほんとうに彩綾のここは名器だな。吸い付いてくる。たまらないよ」

    上ずったような彼の声。筋肉に包まれた肌はしっとりとしていて安定感がある。その身体に捕まっているときはいつも、自分の居場所はここで合っているのだと思い込むことができた。

    彼に言われるままにわたしはゆっくりと動いた。結合部分からは淫猥な水音がして、気持ちが昂まってくる。腰が弓なりに反り、彼をぐいぐいと締め付けた。蕩けるように混ざり合い、ふたりの身体は激しく溶け合っていく。彼がわたしの身体をその太く逞しい腕で支え、猛然と突き上げてくる。たわわに実った果実が揺れるように胸が上下し、身体の奥から頭のてっぺんへと快楽がのぼっていく。恍惚とした表情をした彼が、わたしの身体を舐めるように見て言った。

    　

    「あぁやっぱり彩綾の身体は最高だよ……すぐにでもイッちゃいそう。何度でもヤリたくなる。何時間でも」

    甘く湿った彼の声が、結合部分の音の合間に聞こえてくる。彼のそういった言葉を聞くたび、わたしはふと冷静になる。今だって。

    彼はわたしのことを好きだと言った。けれども、それはわたしの身体が好きなのであって、わたしというひとりの人間を好ましいと思っているわけでは――ないように感じてならない。認めたくないし、ショックなことだけど……。

    それでもこうして繋がっていると、その部分からねっとりと溢れ出す悦びにこころが奪われてしまう。熱い塊が体内を行き来するたび、どうしようもなく身体がその動きに反応してしまう。

    「いい顔をするなぁ、ほんとうに……。いやらしい顔、いやらしい身体……ずるい女だよ。彩綾のこの名器、クセになる」

    隙間風のような気持ちは居座ったまま、それでも身体は彼に支配されていく。彼が突き上げるたびに甘い声がくちから零れ、甘酸っぱいような快楽が押し寄せる。

    彼が一際大きく突き上げ、わたしの臀部を掴んで打ち付ける。彼が野獣のような声をあげた。わたしもその声を聞きながら絶頂に達した。

    　

    「――今日はこのあと、どうする？」

    裸のまま寄り添って聞いたわたしに、彼はもう一回抱きたいと言った。すでにもうそこは充血し、存在感をアピールしている。

    「たまの休みだし、いいだろ？」

    言うより早く、彼が再びわたしにのしかかるようにしてキスをする。彼はたくさんの人間が集まる場所を好まなかった。休日くらいは自分の好きなように時間を使いたいというのが、付き合い始めから変わらない彼の言葉だった。

    わたしは少しがっかりしながらも、そんな彼を押し留める理由もなくされるがままに腕を絡ませていった。ほんとうはあのテーマパークの新しくできたジェットコースターに乗ってみたかったんだけど……待つことの嫌いな彼と何時間も立ち続けることを思えば、仲の良い友達と行ったほうが楽しめるのではないかと思えた。

    彼は短気なところがあって、でもそれが見た目にもぴったりだったから、わたしはそんな彼に自分にはない部分をたくさん見つけて楽しんでいた。

    彼が再びわたしの弱い部分を捏ねるように愛撫する。わたしはこの動きにいつもほだされてしまう。先ほどの考えはいつの間にか遠くへいき、ただただ彼のくちづけを待っていた。

    　

    彼はわたしとこうして抱き合うことを、特別な時間だとよく言った。どんなことや他の誰とも味わうことのない、特別なものだと。

    わたしは必要とされている。そう思うことで、彼といっしょにいる理由が説明できた。

    それでも、こうして彼主導の、彼の悦びだけが優先される交接はたまにわたしを不安にさせる。やっぱり、彼も今までわたしが付き合ってきた男のひとたちと同じなのではないだろうか――。

    彼らはいつも「わたし」を通して「身体」と会話するように、部屋に入るとわたしに服を脱がせた。わたしの肌に触れ、胸を揉み、下半身を押し付ける。

    最近は戸惑い、抵抗していた自分もそのうち彼らのペースに流され、潤っていく身体を止めることができなかった。それが、悔しかった。

    　

    わたしはこのままでいいのだろうか。こんな、『からっぽ』な恋愛ばかりを繰り返していて……。ためいきが零れた。彼には気付かれないほどの、小さなため息。

    「俺、彩綾以上の名器に出会ったことないや。これからも俺のものでいてくれよな」

    何かが崩れる音がした――ような気がした。胸の中、奥深くで。彼の激しくなる律動に反比例するように、わたしの気持ちは冷えていった。氷のように冷たく、冷たく。

    このひとも、今まで付き合ってきたひととかわりない。同じような目でわたしのことを見ている。

    このほんの数分――いや数秒の間に、わたしの中の彼に対する見方が完全に変わってしまった。信じようとしていたものが砕かれ、失望と失恋にも似た苦々しい思いが胸の中に広がる。

    　

    もうこのひととは付き合えない。わたしは彼に抱擁されながら、別れの言葉をどう切り出そうかと考えていた……。

    

    　

    　

    第一章

    　

    わたしは水無瀬みなせ 彩綾さあや、図書館司書の仕事をしている。年齢としは二十三歳。みんなからは『さあちゃん』とか『さーや』って呼ばれている。顔は自分で言うのも変だけど、まあまあ、スタイルはふつうかな。でも、胸が大きすぎるのがコンプレックス。だから普段はそれが目立たないような地味な格好をしている。

    彼氏はいたこともあるけれど、今はいない。付き合ってきたひとみんな、「次の週末はどこへ行く？」って聞いたら「ラブホテルに行きたい」ってそればっかりだったからイヤになっちゃった。みんなわたしの身体が目当てだったのかしら。わたしだって、セックスは嫌いじゃないけれど（むしろ、大好き）でも、それだけではやっぱりイヤ。わたしだって、友達みんなが言うようなふつうのデートがしてみたい。テーマパークや映画館、それからいっしょにごはんを食べたり、オシャレなバーで綺麗なカクテルを飲んでみたり……そういったことがしてみたいのに。それなのに、男のひとって……。

    だから、わたしは本だけでいい。大好きな本に囲まれた生活をしていると、それだけで幸せだって思うの。

    そう、思っていたんだけど。

    　

    ――インターホンの音。

    この家にはめったにひとが来ないというのに。珍しいこともあるものねと思いながら、わたしは読んでいた本を起き、席を立った。その拍子に、テーブルの端に置いてあったスマートフォンが絨毯の上に落ちてしまった。しっかりと厚みのある絨毯でよかった。そう思いながらスマートフォンを拾い、本棚に囲まれた洋室を出る。ダイニングテーブルやテレビを置かない代わりに、ベッドと小さなマホガニーのローテーブルを置いた部屋にあるインターホンのボタンを押す。

    「はい」

    「あっ、あのですね、今日隣に引っ越してきた神崎と申します。ご挨拶にまいりました」

    「あ、はい。少々お待ちください」

    画面に映ったのは、黒縁の眼鏡をかけた冴えない雰囲気の男の子だった。寝グセがついた髪。二十代前半くらいか――もっと若いかもしれない。

    わたしは部屋を出て玄関へ行き、鍵を外してドアを開けた。

    　

    「休日にすみません。隣に引っ越してきました、神崎と申します。あの、これ……よかったら使ってください」

    お餅を伸ばしたような、ふにゃりとした笑顔が印象的だった。持ってきてくれたのは、オシャレにラッピングされたオーガニックのハンドソープだった。

    その彼と、まさかこんなことになるなんて。

    　

    ＊＊＊

    　

    今日は疲れたから、ゆっくりお風呂に浸かろう。たくさんの本を運ぶ作業のある日はいつも、夜に身体が重だるくなってしまう。入浴剤はジャスミンの香りのものにしよう。――そう思いながらわたしは服を脱ぎ、下着を立体型の洗濯ネットに入れて洗濯機へ放り込んだ。

    そこへ、インターホンの音がドアの向こうから聞こえてきた。えぇー、もう服を脱いじゃったのに――そう思いながら、入浴後にバスローブとして使っているパイル地のカシュクールワンピースを着て、慌てて浴室を出る。

    もうそんなに寒い時期ではなくてよかったと思いながら、インターホンのボタンを押した。

    「はい」

    「あの――こんな時間にすみません、隣の神崎です。ほんとうに申し訳ないのですが、掃除機をお借りしたくて……」

    「掃除機、ですか？」

    「はい。グラスを割っちゃって。まだ引っ越したばかりで掃除機を持っていないんです」

    わたしは少々あきれながら、この年下の隣人の冴えないけれど憎めない照れた顔を見てやれやれと思った。出しますので少しお待ちくださいと言って、インターホンのボタンを押した。

    部屋を出て、納戸から掃除機を出す。操作の簡単な、サイクロン式の軽めのやつ。操作中の音もそううるさくないので、とても気に入っている。それを持って玄関へ向かい、シューズボックスについている鏡で自分の姿をチェックした。少し胸元が気になったけれど、ラフなルームウェアと言えるデザインなので大丈夫かな……。わたしは身長や体型の割に胸が大きく、またそれがコンプレックスでもあった。男の人はたいがい、わたしと話すときにわたしの目ではなく胸元を見て話すから――。

    　

    「お待たせしました」

    「あっ、すみません――……」

    「吸い取ったゴミはここに溜まりますので、これを持ち上げて外して中身を捨てておいてください」

    「あっ、は――はいっ。あの……おくつろぎのところ、すみません……」

    「え？　あぁ、大丈夫です。気にしないでください」

    　

    このひとは、ちゃんとわたしの目を見て話してくれる――そう思いながら掃除機を持ち上げ、彼へ渡そうとした。そのとき、掃除機のホースがガタンと外れた。反射的に片手を離し手を伸ばしたとき、身体のバランスが崩れてしまった。

    気が付いたときにはもう、わたしは彼の腕にしがみつくような格好で支えられていた。見た目よりも筋肉のありそうな、厚みのある腕にどきりとする。それに――と、わたしは彼の肌を見て思った。なんてキメの細かい、綺麗な肌をしているのだろう。透き通るような、という表現がぴったりだ。透明感があって、まるで女の子の肌のよう。

    その彼の、大粒の瞳が眼鏡の向こうからわたしを見つめている。そして――。

    「あ――ごっ、ごめんなさいっ」

    ワンピースの裾がめくれ、際どいところまで太ももを晒してしまった。慌ててそれを直そうとしたが、今度は胸元がはだけ、谷間が大きく露出してしまう。下着を身につけていない胸がぶるんと揺れた。彼の目線が自分の胸元に落ちていることに気付き、恥ずかしさを覚えた。あぁもう、わたしってば何をしているんだろう。こんな姿を、ほとんど面識のない男のひとに見られてしまうなんて！

    彼が掃除機をその場に置くと、わたしに大丈夫かと聞きながらこちらへ一歩踏み出した。反射的に身を引く。彼のその目はわたしの胸元に注がれて続けていた。まばたきすらも忘れてしまったのではないかというほどの熱い視線。自分よりもいくつか年下であろう男のひとに、こんなにもまっすぐに見つめられている……。それも、間近で。羞恥心からなのか、それとも彼の瞳の力があまりにも強かったからか……身体の奥底が疼くような妙な感覚を覚えた。わたしは自分のこの気持ちと状況に焦りながら彼に大丈夫だと答え、ワンピースの乱れを整えた。ガウンか何かを羽織るべきだったかもしれない。今更遅いけど。

    彼がわたしの目を見つめたまま靴を脱ぎ、わたしを壁際へと追い詰めるようににじり寄ってきた。わたしは焦りながら、早く話を切り上げて彼を追い出そうと早口でまくしたてるように言った。

    「ほんとうにすみません。昔から慌てん坊だと言われることが多くて。今日も職場でも転びかけたんです。しかもちょっと体力のいる業務をしたものですから、いつもより早めの時間なんですけど、これからお風呂に入ろうと思って……」

    「そうなんですね。水無瀬さんは……どんなお仕事をされているんです？」

    「司書です。図書館司書。重い本を運んだので、今日はほんとうに疲れているんです。なので――」

    「図書館で働いているなんて、知的ですね……」

    彼はごくりと喉を鳴らし、魔法にでもかかったかのように呆然とした表情をしてどんどんとこちらへ迫ってくる。いったいどうしちゃったというのだろう。もしかしてわたし、襲われちゃうの？　そんなの――無理っ。わたしは逃れようと慌てて身を引いた。

    「ちょっ……ちょっと、神崎さん……」

    「そんな格好をして、僕を誘っているんですか？」

    「えっ……そんな……そんなつもり、ないです」

    背中が壁につく。これはまずいぞと思った。頭の中に黄色い光が点滅する。胸元を隠すように出した腕を彼が掴んだ。

    「あぁ、どうしたんだろう。僕、こんな気持ちになったことってないんですよ。こんな……」

    「神崎さん、ちょっと待っ――」

    言い終わらないうちに、くちを唇で塞がれる。ぷくりと柔らかな唇だった。そむけようとした顔をもう一方の手で掴まれる。甘い吐息を感じ、身体がカッと熱くなった。

    「んっ――」

    舌がくちの中に侵入する。蛇が這い、狭い道へぬるりと入り込んでいくように舌が動いた。彼の足が膝を割る。ワンピース越しの丘に彼の足が当たり、わたしは思わず短い声をあげてしまった。

    彼が舌を絡ませながら、わたしの顔を掴んでいた手を放した。そして手のひらをいっぱいに広げて、荒々しく胸を揉みしだいていった。ワンピースの越しのその手に自分の敏感になり始めている頂きが擦れるたび、どうしようもなく身体が熱く軟らかくなっていった。

    「こんな――男を誘惑するような格好をしていて……あぁたまらない。水無瀬さん……」

    「やっ――んっ、はぁんっ……」

    甘く湿った声がくちから零れ落ちていく。振り払おうとした手はビクとも動かない。抵抗するなと言わんばかりに両手首を片手で掴まれ、壁に押し付けられた。下半身に押し当てられた彼の足がゆっくりと動く。手がカシュクールの中に滑り込み、円を描くように胸を揉んだ。先ほどの荒々しさは息を潜め、焦らされているかのような静かな動きだった。息があがる。

    「神崎さん、やめ――っ、あぁっ」

    彼の指が胸の頂きをとらえた。親指とひとさし指の二本が、きゅーっと芯を上向きに捻りあげる。

    先端を親指の腹でくすぐられ、わたしはたまらず小鳥がさえずるような声をあげてしまった。まさかまだほとんど面識のない隣人に、こんなふうに身体を弄られるなんて――。そして、その指の動きに崩れ落ちそうになっているなんて！

    「かわいい声……」

    「やめ――神崎さん、やめて……」

    「そんなこと言って。乳首、こんなにビンビンになっているんですよ？　水無瀬さんだって、もう気持ちよくなってるんじゃないんです？」

    「ぃや……あっ、ぁあんっ、あっ――ダメ、そんなふうにされるとっ……」

    　

    二本の指が芯を転がすように動き、絶妙な刺激を与える。おさえようとしても勝手に身体が反応してしまう。彼の触れた場所から、快楽が頭のてっぺんまで駆け抜けていった。神経が研ぎ澄まされ、目を開けていることが難しくなる。再び侵入してきた舌に思わず自分から舌を絡ませてしまうと、彼がその舌を吸い、わたしのくちの中を隈なく舐めまわしていった。後悔と自分への絶望の気持ちが胸の中に広がっていく。けれども身体は、そんな思いとは裏腹にずるずると彼のペースに流されていった。

    ふいに、胸元にあった手が動いた。彼が器用に片手でベルトを外して服を脱いでいく。その間もわたしのくちの中は彼の舌で犯されている。わたしのことを食べちゃうのではないかというような勢いで――。

    彼がわたしの脚を持ち上げ、もう一方の腕で腰を抱いた。キスを交わしながら、彼は何のためらいもなくわたしの中に押し挿ってきた。ぬかるみにズブリズブリと刺さる大きな剣。どこまでもどこまでも深く嵌まり込んでいくような気がした。

    「あぁ……水無瀬さんの中、すごい……」

    「んんっ、あっ、あぁっ……はぁんっ、だ、だめ……」

    こんな不安定な体勢だというのに、お互いの身体がお互いに吸いついていくような錯覚を覚えた。彼の肉の棒が体内に深く突き込まれるたび壺から蜜が溢れ、卑猥な音を響かせる。いつの間にかわたしは自ら下半身を彼の身体に押し付けるように腰を反らせ、悦びにすべてを任せてしまっていた。

    「あぁやっぱり――あぁ、なんてかわいいんだ……。水無瀬さんのあそこ、絡み付いてきますよ。知的な雰囲気にこの身体のギャップ……。あぁ気持ち良すぎて頭がおかしくなりそうです」

    彼がそう囁くと、わたしの耳たぶにしゃぶりついた。軟化した身体がさらなる快楽を求める。引っ越してきたばかりの隣人に犯され、悦びに震えているなんて――そんな自分にひどく羞恥心と嫌悪感を覚えながらも、どうしようもなく溺れる身体を止めることはできなかった。肌が粟立つような感覚。なんて強烈な――。

    「神崎さん――あぁっ、そんな――そんなふうに激しくされると……あぁんっ、あっあっ、ダメ、そんなに激しく突いたら――あぁあっ」

    身体全体が彼と繋がる部分を中心に支配され、彼の思うままに反応する。我慢をする余裕も与えられない。ふたりの身体がひとつになり、わたしは絶頂に達した。

    蜜壺の痙攣を感じながら、わたしは彼の身体にすがりつく。彼は卑猥な言葉でわたしを責めながら、なおも激しく腰を振った。

    「僕ももうそろそろ限界ですよ――あぁもうすぐです。あぁイキそう、あぁっ……」

    「ダメっ、中は――中はダメぇっ」

    彼が出るっと呻くように言い、欲望をわたしの中に勢いよく吐き出した。ドクドクと脈動するものを感じながら、わたしは下唇を噛み締め、再び達してしまった。

    ふたりの荒い呼吸が重なる。すべてを出し終えた彼がずるりと牡茎を抜いて、へたり込むようにその場に座り込んだ。わたしも続くように壁に背をつけて座り込んだ。

    　

    「……水無瀬さん」

    しばらくの後、うつむいた彼がくちを開いた。

    「はい……」

    「あの……犯しておいてこんなことを言うのはおかしいと思うんですけど……あの――ごめんなさい。あなたが魅力的すぎて、どうしても抑えられなかった。ほんとうにごめんなさい。あの、順番が間違っているとは思うんですけど、僕の彼女になってください。僕……あなたみたいなひとが隣に住んでいるなんて……無理です、我慢なんてできません。今だってもう――そんな乱れた姿を見ていたら、また……」

    彼が噛み付くようにキスをする。頭がクラクラとした。再び大きく膨れ上がったモノを彼が掴み、わたしの脚に擦り付ける。あぁ――なんてひとなの……。

    彼が眼鏡を外しながら、より深く舌を差し込んでくる。もうどうにでもなれ、という気持ちだった。

    「僕――本気です。水無瀬さんがいやがっても、きっとこの気持ちを抑えることは無理だと思うんです。自分でもよくわからないんです、こんな気持ち、初めてで……。でも、あなたを見た瞬間、何かたぎるようなものを感じるんです。とめられないんです」

    そう言うと彼は再びわたしの唇を奪い、ねっとりと舌を絡ませてきた。激しくわたしのくちの中を探り、頬の裏側を撫でたかと思えば刺すように歯の裏側を刺激する。目がまわるような舌の愛撫。わたしは再び彼のペースに呑み込まれていった。

    「んっ、――はふっ……んっ、んんっ……」

    彼がわたしの頬を両の手で優しく包む。目が合ったとき、このひとの笑顔に見覚えがあると思った。

    「神崎さん――わたし、あなたのことをどこかで……」

    言い終わらないうちに再びキスのシャワーを浴びる。強引で熱烈なキス。身体が熱を持った飴のように軟らかくなり、どうしようもなく彼を求めてしまう。なんてふしだらな――わたしらしくない。こんな、『神崎』という姓しか知らない相手に……。

    そのとき、わたしはハッとして思わず身を引いた。しかし彼は構わずわたしの舌を求め、キスをする。まさか――そんな――。いや、もしかしたら『そっくりさん』というやつかもしれない。だって、こんなところにあのひとがいるなんて……。

    わたしの脳裏には、ひとりのアイドルの笑顔が浮かび上がっていた。キラキラと輝く表情。そういえば、背格好も年齢も近いように思えた。突拍子もない想像だというのに、それは妙に現実感を帯びていた。ぱっちりと大きなふたえ。高い鼻。大きめのくち。肌が白く綺麗で、とてもキメが細かい。陶器のような肌というのは、こういうひとの肌のことを言うのかもしれないなと感じた。同時に、ますます『そっくりさん』にしては似すぎているのではないかと思えた。

    「神崎さん――ちょっと待って、ねえ……」

    「待てませんよ。理性とか、外れちゃってます。水無瀬さんが魅力的すぎるのがいけないんですよ」

    「そんな――ちょっと待って。ねぇ、神崎さん、下のお名前は？」

    「下の名前？　あぁ、そうですね。僕たちはまだお互いの苗字しか知らないんですよね。でも、まずは水無瀬さんの名前をおしえてください」

    「わかりました。彩綾です。『さあちゃん』とか『さーや』と呼ばれることが多いです」

    「さーや。可愛い名前」

    彼はそう言うと、わたしをあっという間に組み敷いてしまった。まだ彼の形跡が残る脚の間に牡茎を当て、鈴口から溢れる透明の液を塗りつける。整った彼の顔には、甘ったるくもハッキリと雄の色が浮かんでいた。

    「神崎さん、ちょっと待って。やめてください――」

    「僕は理人りひと。僕、さっき彼女になってくださいって君に言いましたよね。そして、こうしてまた抱き合っている。そうなればもう、僕たちは恋人同士ってことですよね。それにこんなことをしているのに、恋人じゃないなんておかしいですよね」

    「リヒトくん……」

    「あれ。さーや、俺のことを知っているの？」

    急に彼の口調が変わった。そして「この体勢じゃぁ君の顔がよく見えないや」と言いながら、再び眼鏡をかけている。写真や映像で見るリヒトくんはいつもワックスで髪の毛をスタイリングしているけれど、目の前にいる彼はところどころ寝グセがついていてなんだか冴えない雰囲気。でも――それでもこうしてよく見ると、たとえ眼鏡をかけていてもその整った容姿は変わらない。黒縁眼鏡にインパクトがある分、その奥の目がどんな形をしているかまでは印象に残っていなかった。

    「わたしの家、テレビは置いていないんですけどノートパソコンがあるので、ネットで見たり、聞いたりしているんです。『アルケミスト』の番組も」

    「そうなんだ。嬉しいな。俺ら、まだ認知度も低くって」

    「そんなことないです。わたしの友達に『アルケミスト』の、おっかけってやつをやってる子がいるんです。リーダーのケイくんが一番好きって言っていたわ、確か」

    「嬉しいなあ。さーやも俺らのコンサートに是非来てよ」

    「ほんとうに――ほんとうに、『アルケミスト』のリヒトくん――なのね？」

    彼がにっこりと微笑んで頷いた。そして、彼の形跡と蜜とが混ざり合ったぬかるみにズブリと彼の分身を突き挿した。

    「いっ――あぁっ、んっ……」

    彼がゆっくりと腰を振る。ぐちゅり、ぐちゅりと聞いたこともないような卑猥な音が響いた。彼の――リヒトくんのため息のような甘い声が零れ落ちる。

    「あぁ……可愛い……その苦しそうな顔、すごくいいよ……」

    「やっ――あっ、あぁっ、リヒトくん――はぁんっ、待って……まだ――あぁんっ」

    彼が肉の棒を抜き挿しするたび、とろりとろりと蜜と彼が吐き出した欲望が臀部のほうへと伝い落ちる。頭の中は混乱。今、わたしの身体に覆い被さるこのひとがアイドルだということ、彼女になってくれと言われたこと、それは本気なのかどうか、そして次の生理予定日はいつだったか――様々な思いがなだれ込み、交錯する。再び蕩けていく身体を感じながら、わたしはまさか自分の身にこんなことが起こるなんて――と思った。

    「さーやが悪いんだよ……さーやが魅力的すぎるから……」

    まるで泣いているかのような湿った甘い声。背中のうぶ毛が逆立つような昂奮した気持ちを感じた。肌がさざ波立ち、彼の律動に合わせるように腰が動いた。

    彼がわたしの胸の頂きをベロベロと犬のように舐め、腰をまわす。接合部分は大洪水。肌を伝う液にますます気持ちが掻き立てられた。

    「あぁ……すごい……こんなに気持ちがいいなんて……。さーやとの生セックス、最高……」

    うわ言のように繰り返しながらわたしの両の膝の裏を掴んで高く持ち上げ、腰を振る。よりいっそう、彼との結びつきが深く解けにくいものになっていく。

    「こうすると、奥までズッポリ入っているのがよく見えるよ……あぁすごい、俺の精液が繋がってる部分から溢れ出てる……なんていやらしいんだ……」

    「あぁっ……ぃやっ――見ちゃいや……ぁんっ、はぁんっ、あぁんっ」

    崩されていく――と思った。わたしの羞恥心も我慢も何もかも、彼によって簡単に崩されていく。溶かされ、混ざり合ってお互いを昂まらせていく。後戻りはできない。もう、このまま彼と昇りきるしかないと思った。腰が大きく反り、壺が彼を離さまいと締めつける。

    「こんなの初めてだよ……さーやとのセックス、すごすぎる――あぁ、気持ちいい……気持ち良すぎてとまらない」

    「わたしもっ……わたしも気持ちいいのぉっ、あぁっ、気持ちいいよぉっ、あぁっあっはぁあんっ、そこ――そこっ、気持ちいいっ」

    「さーや、俺の女になって。ルールなんてぶち壊してやる。お願い、俺の女になって」

    「そんな……あぁっ、はぁあんっ、あっダメっ、もうダメ、イッちゃいそうっ」

    「俺も出そう、あぁ出そう――出すよ、また中に出すよっ」

    「中に――あぁんっ、ぁんっ、リヒトくん――だめよ、中はだめっ」

    頭の中に浮かんでいたすべてのものが吹き飛び、真っ白になる。身体を反らせ、迸る欲望を体内に受ける。彼が最後の一滴まで注ぎ込む。わたしは脱力しながら細く長く息を吐き出した。

    　

    わたしたちはどちらともなく手を取り合ってバスルームに向かうと、お互いの身体を丁寧に洗った。キメ細かい彼の肌はきりりと引き締まっており、惚れ惚れするほど美しいと感じた。

    その後手早く水分をバスタオルで拭き取ると、今度はわたしのベッドの上で再び肌を合わせ、悦びの声をあげ続けた。

    　

    早朝。空が白み始め、カーテンの隙間から明るさを感じられるようになった頃、掃除機を持った彼はヘトヘトになった身体を引きずるようにして自分の部屋へと帰って行った。

    こんなにも長時間、誰かと繋がっていたことなんて今まで経験したことがない。身体が気だるく、腰のあたりが重いと感じた。

    　

    熱いコーヒーを淹れる。たちまち、香ばしいかおりが部屋の中に立ち込めた。それにしても、とわたしは飲みながら思った。彼はいったいどういうつもりなのだろう。本気なの？　彼ら『アルケミスト』は恋愛禁止をルールに掲げていたはず。リヒトくんが言った、あの言葉を信じても大丈夫なのかしら。わたし、彼のことも何もほとんど知らないのに……。それなのに、あんなふうに激しく肌を重ねてしまうなんて。今まで付き合ってきたひととは違う。ほとんど面識のない相手と、のめり込むようにセックスしてしまうなんて。休むこともほとんどせず、ただひたすらお互いの身体を貪り合うように……。

    わたしは深いため息をひとつついてからコーヒーを飲み干すと、お弁当の下ごしらえを始めた。

    

    　

    　

    第二章

    　

    眠い。とにかく、そればかりの一日だった。いつも通りの仕事をいつも通りに片付け、なんとかやり終えたものの……眠くて眠くてしかたがなかった。「風邪気味？」なんて聞かれちゃったし。今日は早めに寝よう……。

    　

    家に帰って食事とシャワーを済ませ、書斎として使っている洋室にノートパソコンを持ち込み、ラジオを流す。ハーブティーを飲みながら、読みかけの本を開いた。どんなに疲れていても、この時間だけは絶対にとるようにしていた。こうしないと、わたしの一日は終わらないような気がするからだった。

    ラジオから定刻を知らせるチャイムが鳴り、元気いっぱいの男の子たちの声が流れてきた。

    「あっ……」

    思わず読んでいた本から顔をあげ、ノートパソコンに見入ってしまう。始まったのは『アルケミスト』のラジオ番組だった。弾けるような声が耳に飛び込んでくる。彼の声も――。

    　

    『リッヒー、ちょっと風邪ひいちゃったっぽいー？』

    『やっぱりわかる？　のどの調子がいまいちで、今日は朝からずっとのど飴を舐めてるんだけどさぁ』

    『オイオイオイオイ、アイドルなんだから自己管理はきちっとしないとダメだよ～？』

    『はい、リーダー！　僕、リスナーのみなさんが聞き取りやすいよう、今日はいつもより少し高めのトーンでしゃべりたいと思います』

    『それ、逆に聞き取りにくいんじゃないか？』

    　

    メンバーたちのやり取りに、思わずくすりと笑ってしまう。ポンポンと弾む会話に、わたしは初めてこの番組を聞いた当初、彼らはアイドルという設定のお笑い芸人さんなのではないかと思ってしまったほどだった。

    機械を通した彼の声は、昨日聞いた声とはやっぱり少し違う。生身の彼の声のほうがいいなと思った。わたし、ほんとうにこのひととセックスしたのかしら。いまだに信じられない。

    「リヒトくん……」

    昨日のことはほんとうに、現実に起こったことなのかしら？　やっぱりあの隣人は彼の『そっくりさん』なのではないかしら……。黒縁眼鏡の冴えない彼の顔が浮かぶ。それから、雄の色を秘めた目も。わたしはノートパソコンを見つめながら小さな吐息を零した。昨日は勢いに任せて何度も肌を重ね合わせてしまった。ほだされ、組み敷かれ……何度も何度も。彼がリヒトくんであろうとなかろうと、再び顔を合わすことは怖いと思った。わたしはこのままどうなってしまうんだろう。あのひとは、わたしをどうしようと思っているのかしら。あぁ、ほんとうになんてことをしてしまったんだろう。今更後悔したって、昨日のことを『なかったこと』にはできない。あんなふうに――自分も彼を求め、感じてしまったなんて……。

    今まで色々なひとと付き合ってきたけれど、どのひともわたしのこころよりも身体ばかりを見ていた。虚しいと思った。わたしは彼らにとってどういう存在なのだろうと悩んだ。身体目当て。そんな言葉がいつもついて回っていた。服装も地味な色を選び、胸元が目立たないデザインのものを着るようになった。いつだって周りの友達はこの大きさを羨ましいと言ったけれど……わたしには持て余すほどのものでしかなかった。わたしには、彼女たちのほうが羨ましくて眩しくて仕方がなかった。わたしも彼女たちみたいに、『ふつうのデート』がしてみたい――。

    彼は――神崎さんはいったいどういうつもりなのかしら。神崎さんも、今までの男たちと同じ……？

    　

    いつの間にかトークが終わり、彼ら『アルケミスト』の新曲が流れていた。『リップサービス』――恋の駆け引きをうたった歌だった。リヒトくんの声にメンバーみんなの声が重なる。甘く、やわらかい声。

    わたしは小さくため息をつくと、ハーブティーをひとくち飲んでから視線を本に落とした。

    ラジオからゆったりとしたジャズが流れてくる。『アルケミスト』の次の番組はトークが少なく、ゆるやかなジャズやボサノバなどのゆったりとした音楽を流す時間が多い。一日の終わりをしっとりと彩るような時間。

    読んでいたページにしおりを挟んで閉じ、椅子の背もたれに背中をつけて目を閉じる。大好きな本は何度読み返してもまた読みたくなる。今しがた読んでいた、雪の降る中、ふたりが逢いびきをするシーンの美しさが頭から離れない。余韻を引きずりつつため息をついたとき、インターホンが鳴った。

    こんな時間に、誰が？

    わたしは訝しく思いながら、席を立った。

    　

    「――はい」

    「あのっ……神崎です」

    画面には、肩で息をする彼が写っていた。黒縁の眼鏡をかけていて、そしてカーキ色の帽子をかぶっている。

    「こんな時間にすみません。どうしても今日中に謝りたくて……」

    「……わかりました」

    確かめたい、と思った。彼が何者なのか、そしてどういったつもりでいるのか。でも、もしかしたら彼のほんとうの気持ちを聞いて傷つくかもしれない。彼はほんとうはびっくりするぐらいの大うそつきで、これまで付き合ってきた男のひとと同じように、ただ単にわたしの身体が欲しかっただけなのかもしれない。そうだったとしたら今までよりもショックが大きい。もしもほんとうにそうだったとしたら……、このまま会わないほうがいいのかもしれない……。あぁ、どうしよう。聞くのが怖い。会うのが怖い。でも、やっぱり彼のほんとうの気持ちを聞いてみたい。彼がわたしのことをどう思っているのかも。きちんと話がしたいと思った。怖いけれど、モヤモヤした気持ちをずっと持っているよりも聞いてスッキリしたほうが良い。

    わたしはルームウェアの上に、ざっくりとしたコットンのロングカーディガンを羽織ると玄関へと向かった。

    　

    「お待たせしました」

    「さーや……開けてくれてありがとう」

    下の名前を呼ばれたことにどきりとした。立ち話ではご近所さんの迷惑になるから――と、履き心地の良い、北欧の雰囲気が漂うテキスタイルが可愛くて買ったスリッパを勧める。彼はぴょこんと首をすぼめるようにしてから、わたしの部屋へと入ってきた。

    「さーや、あのさ……昨日はほんとうにごめん。突然あんなことして……」

    「……」

    急に羞恥の気持ちにおそわれ、顔が赤くなるのが自分でもわかった。

    「……やっぱり怒ってる？」

    まるでいたずらがばれたときの子どものような目。わたしは何も言わず、彼に背を向けるとケトルをセットした。

    　

    「俺、本気だから。今日はさーやのことばっかり考えていて授業にも仕事にもなんだか身が入らなくて……」

    「仕事……」

    「ラジオ、聞いてくれてたかな？」

    「……うん」

    「終わってから急いで帰ってきたんだ。聞いてくれてありがとう。――って言っても、やっぱりまだ信じられないよね、きっと。信じてもらえるように、証明するよ。スマホでさ、俺のＳＮＳのページを検索してみてくれる？」

    わたしは黙ったまま、カーディガンのポケットからスマートフォンを取り出して言われた通りにし、それを彼に伝えた。彼が自分のスマートフォンの画面をわたしに見えるように向け、文字を打つ。長い指がスッスッと上下左右に動いている。綺麗な指だと思った。

    「これ、今から更新するから。見ていてね。この文章がすぐにそっちにも表示されるから。――今、更新した。同じ文章が表示されてるよね？」

    彼の作った文章が、そのまま自分の見ている画面にも表示される。わたしは頷きながら、彼の手の中にある『アルケミスト』のメンバー『リヒト』のＳＮＳのページを見た。写真もプロフィールの内容も『リヒト』のもの。彼が書いたものがそのまま『リヒト』の言葉として発信されている。それはつまり、やはり彼はリヒトくん本人――で、間違いないということなのかしら。

    「これで信じてくれる？」

    「……わかった。信じるわ」

    リヒトくんのメンバーカラーは黄色。その色がよく似合う笑顔だった。

    彼はアイドル。まさかこんなことが現実に起こるなんて。まるでドラマのようだと思った。

    「でも……恋愛、禁止だよね？　リヒトくん、前に『ファンのみんなが恋人』ってラジオで言っていなかった？」

    「さーやに出会う前のことだもん、それは。今は違う。禁止だけど……好きになっちゃったんだからしかたないじゃん。抑えることなんてできないよ」

    「ファンの方たちを裏切ることに……ならないのかな。リヒトくんのことをこころから応援してくれているのに」

    「それは――わかるけど、でも俺だってひとりの人間だし、男なんだよ。今はまだ隠しておかないといけないけれど、絶対どうにかするから。俺、本気なんだよ。昨日は突然あんなことをして申し訳なかったって思ってる……」

    そう言うと、彼が力任せにわたしの身体を引き寄せて抱きしめた。倒れこむように、彼の腕の中に入りこむ。すっぽりと抱きすくめられ、息もできないほどに抱きしめられる。存在感のある下半身が当たった。カッと顔が熱くなる。急に、ドロドロとした意地悪な気持ちが胸の中になだれ込んで来て、わたしは慌てて彼から離れて言った。

    「……そんなことを言っていても、あなたも結局はわたしの身体が目当てなんじゃないの？」

    「なっ――そんなことないよ。そりゃ……こんなふうになっていて説得力はないけどさ……」

    そう言って、彼は『しまった』というように慌てて自分の股間を隠した。

    「くちではどんなふうにだって言えるわ。今まで付き合ってきたひと、みんなそうだった。わたしは好きなひととテーマパークに行ったり映画をみたり、ごはんを食べておしゃべりをしたり――そういった『ふつうのデート』がしたいのに、みんな結局わたしの身体だけが目当て。映画なんかみるくらいならホテルに行こうって言うひとばかりだった。最初はみんな、『大切にするから』なんて言うくせに……。男なんて信用できない！」

    わたしはそう言って、伸びてきた彼の手を振り払った。今までの鬱積した思いや悔しさが込み上げてくる。思わず目に涙が浮かんだ。彼がそれを見てハッとする。甘い言葉を囁いてくれる男のひとはみんな、わたしの『こころ』ではなく『身体』を欲していた。それに気づくたび、わたしは酷く惨めな気持ちになった。もう、あんな思いはしたくない。

    　

    「そっか……ごめん。俺、さーやのことすごく傷つけちゃった……ほんとうにごめん。でも、俺はさーやが付き合ってきた男たちとは違うよ。身体目当てじゃない」

    彼がそう言いながら、床に手をついて頭を垂れた。何度もごめんと繰り返している。それでもわたしの気持ちはちっとも動かなかった。

    「そんなこと、してくれなくていいから出ていって。もう、あなたの顔なんか見たくない」

    「ほんとうなんだ。ほんとうに君のことが好きなんだ。そりゃ、魅力的で素敵な身体をしているなあって思うけど……でもだからって、身体目当てじゃないんだよ。それをわかってもらいたいから――」

    そう言いながら、彼がキッチンのほうへ向かった。ケトルがくつくつと音をたてている。シンクの下のトビラを開き、包丁を抜いて言った。

    「俺のこんなもの、なくてもいい。切り落としたって構わない」

    肉切り包丁が鈍く光る。その光を見て、身体中のうぶ毛が逆立つような、肌が粟立つような感覚を覚えた。皮膚の下で血がざわめく。わたしはやめてと叫びながら、慌てて彼に駆け寄った。

    「そんな――そんなことしなくていいからっ」

    「いいんだ。さーやにわかってもらえるなら」

    真剣そのものの表情。刺すような強い瞳。こんなに誠実で、まっすぐなひとに今まで出会ったことがない。

    言葉を選んで説得し、なんとか彼に包丁を手放してもらうとお茶を淹れるからと言ってキッチンから追い出した。鈍く光るそれを戻しながら、小さく長めのため息をつく。リヒトくんがこんなに過激なひとだとは思わなかった。

    でも……彼の気持ちがとても嬉しかった。今まで出会ってきたどんな男のひととも彼は似ていない。こんなひとに出会ったのは初めてだった。胸の奥で何かがことりと音をたてた。

    「俺、君のために何でもするから。好きになってもらえるようにがんばるし、部屋も隣だからいつでも会えるし……」

    「あなたみたいなひともいるのね。わたし、びっくりしちゃった……」

    「さーやはほんとうにスタイル抜群だし美人だから、変な男もふらふらっと寄ってくるんだよね。でも俺は違うからね。ほんとうに大事にするから」

    眼鏡の奥の瞳がキラキラと輝いて見える。この瞳に見つめられながら、こんなふうに優しい言葉をかけてもらって……彼を信じないひとっているのかしら？　でも、ほんとうにこのひとを信じてもいいのかしら。彼はアイドル。わたしの生きている世界とはまったく違った『芸能界』という世界で生きている。そんな彼の言葉を、すっかりそのまま信じてしまっても大丈夫なのかしら。また遊ばれて捨てられるだけ――なんてことにならないかしら……。だって、彼は恋愛禁止なのよ。わたしよりも年下で、周りは綺麗なモデルさんや女優さんたちでいっぱいなのに、わたしなんかを本気で相手にする？　わたしは図書館に勤める平凡な女なのに……。

    頭の中に様々な思いが交錯する。彼のこの笑顔すら、作り物なのではないかと疑ってしまうほど。

    　

    「気になることがあったら何でも言って。俺、君のためならいつだってどんなことだってこたえたいって思っているから」

    彼の言葉ひとつひとつが胸に胸に響く。その誠実そうな言葉と瞳の強さに、わたしは吸い寄せられていった。きっと彼は今までの男のひとたちとは違う。そんな気がした。わたしは彼に頷いて見せると、男のひとをもう一度信じてみようと思った。彼にはそう思わせるものがあった。

    彼がマグカップをことりとテーブルに置く。テーブルの前、Ｌ字に腰を下ろしたわたしたちはお互いの顔を斜め側から見て、視線を合わせこころを通わせた。彼の長い指がわたしの頬に触れる。ゆっくりと輪郭を行きつ戻りつする指。それがスーッと唇まで滑りおりてきてぴたりととまる。唇をくすぐるように撫で、彼が身を屈めた。

    しっとりと潤んだ唇が触れ合う。静かに、みっちりと重なり密着する。まるでしっかりと朱肉をつけた印鑑を押したときのような、吸い付くような感覚。

    「好きだよ……」

    吐息の合間に、囁くように彼が零す。首筋に舌が這い、手が服を乱していった。

    誘われるままに立ち上がり、もつれ合うようにベッドに倒れ込む。皮膚の上を指が滑り、唇が赤黒い独占欲をのこしていく。触れられるたびに身体がびくり、びくりと呼応する。彼が敏感な部分を正確に射止めたとき、全身が炎に包まれた。その炎は身体中を駆け巡り、腰をいっそう大きく反らせる。

    「さーやはほんとうに良い反応をするなあ……。かわいくて、たまらないよ」

    わたしの両の胸の芯を弄りながら、彼が甘い声で言った。年下の男の子からそんなことを言われるなんて。自分のほうが彼よりも年上なのに、『可愛い』だなんて……。恥ずかしさと甘い気持ちが胸の中に広がっていった。きゅっと摘まれた突起は硬く立ち上がっている。リヒトくんが、わたしの乳首をくにゅくにゅと弄って昂奮している――そう思うと気持ちもさらに昂まってくる。

    「乳首気持ちいい？　脚をもじもじさせて……」

    「んっ……恥ずかしい……」

    「嬉しいな。もっと気持ちよくなってもらいたい」

    ドキドキする。初めて恋を知ったときのような甘酸っぱい高鳴り。彼の優しい言葉や愛撫がわたしの身体をほぐし、こっくりと軟化させて蕩けさせていく。彼はわたしの反応を注意深く観察し、指を滑らせていった。悦びの声がくちから止めどなく溢れて落ちていく。

    潤ったふたつの身体はお互いに絡みつき、ふたりの内なる炎をさらにたぎらせる。舌を吸い、頬の裏側をなぞって再び舌を絡ませる。

    ばくりばくりと食べられてしまいそうだ、と思った。それがとても心地よかった。自分が彼に食べられてしまい、彼の一部になるところを想像する。それは奇妙なほどにわたしを興奮させた。

    「俺……さーやにどっぷりハマってる。こうやって触れていると、なんだかとっても安心するんだ。もちろん興奮もするんだけど、それだけじゃない、なんていうか……ずうっとはるか昔、俺たちは元々ひとつの生き物だったんじゃないかって思えるような……こうやって、コレをさーやのココに挿れると――」

    リヒトくんのはち切れんばかりに大きく膨らんだ熱い塊が、体内にズブリズブリと埋め込まれていく。その塊が道を進むたび、大きな悦びが身体中を駆け巡り、わたしをズクズクと溺れさせていった。

    「こうやって……繋がっていると、俺たちはやっぱりひとつの生き物だったんじゃないかってよりいっそう思うんだ……。とてもしっくりとくるからね」

    「リヒトくんっ……んんっ……ぁんっ……嬉しいわ……とても嬉しい。しっくりくるっていう気持ち、よくわかる。まるでリヒトくんの形に合う型が自分の中にあるみたい……」

    「こうやって動かしてみても、さーやの身体は絶対に俺から離れない。吸い付くようにぴったりと、隙間なく俺のモノを咥え込んでくれる」

    彼が甘い声を洩らしながらそう言って、ゆっくりと腰を振る。お肉の棒が浅く深く擦れて動き、引っかかるような刺激がそのくびれている部分から与えられた。耐えがたい快楽の波がわたしを襲う。腰を大きく反らせ、シーツを掴んで彼の動きを貪るように堪能する。くちからは淫らな言葉ばかりが零れ落ちていった。

    わたしの身体の奥深く、熱く敏感でやわらかな部分を彼がノックする。快楽の波が渦を巻き、全神経がそこに集中する。もう少し。もう少し。彼が一際大きく腰を振り、唸るような声をあげた。

    「まずい……もうイッちゃいそうだ……俺、さーやとヤるとこんなに早いなんてって毎回びっくりしてる……あぁもうダメだ、そろそろ限界、イキそう」

    「いいよ、イッていいよ。わたしも――ぁあんっ、もうイッちゃいそうなのっ、でも、中は――中はだめ。外に出して――ねぇ、中はだめよ――」

    まるで獣のような咆哮。肌をぶつけ合い、わたしたちは達した。彼の脈動を感じながら、自らの痙攣も感じる。蜜と放たれた彼の欲望が混ざり合い、わたしの中でひとつになっていく。彼が甘く優しいキスを落とした。満ち足りた気持ちが胸の中に広がっていった。

    　

    「そういえば、昨日も思ったんだけどベッドをここに置いているのはどうして？　あっちの洋室は？」

    彼が重そうな目蓋を引き上げて言った。

    「あぁ、あそこはね、書斎として使っているの」

    「書斎？」

    「ええ。好きな作家さんの本って、集めないと気が済まなくて。ずらりと並んでいるところを見ると、満足感があるというか……幸せな気持ちになるの。色々なもののコレクターさんたちの気持ちがわかるような気がするのよね」

    彼がなるほどと頷いて言った。眼鏡を外した彼は、画面の中よりもリラックスしているように見えるけれど、誰がどう見たってアイドルらしい煌めきに満ちていた。ほんとうに綺麗な顔をしている。思わず見とれてしまった。

    「俺ね、中学生の頃に読んだ小説がものすごい難解な話で挫折しちゃって、小説は向いてないんだってガックリきちゃったんだ。それで、教科書以外で活字だらけの本を手に取ることってほとんどなくなっちゃった。それからはずっと漫画ばっかり。羽山伊吹とか」

    「あ、その名前、聞いたことある」

    「アニメ化もしたけど、作者本人がニュースになったからじゃないかな？　去年の秋頃に結婚の発表したから。まだ若いのに、急にだよ。マジでびっくりした。でもちょっとカッコイイなあって思っちゃった。記者会見で電撃発表ってさ、憧れる」

    キラキラとした表情。やっぱりこのひとはアイドルなんだなぁと改めて思った。わたしが会ってきたどんな男の子たちよりも透き通っていて、甘やかな笑顔がとてもよく似合う。陶器のような肌も、大きな瞳もまるで美少女のそれのよう。このひともわたしと同じように、制服を着て、黒板に書かれた文字を一生懸命ノートに書き写した日々があったのだと思うと不思議でならなかった。芸能人の私生活に特に興味があるほうではなかったけれど、リヒトくんのことはもっともっと知りたいと思った。

    

    　

    　

    第三章

    　

    それから、わたしたちは毎日のようにお互いの部屋へ行き来するようになった。リヒトくんの部屋でＤＶＤをみたり、わたしの部屋で食事をしたり……。それにともなって、肌を合わせる回数も増えていく。蕩けるような甘やかな時間。ふたりで外出をする機会はほとんどなかったけれど（近くのコンビニやスーパーへお買い物に行く程度のものだった）恋愛禁止の彼とのことがバレてしまうことに比べれば、そんなことは全然構わなかった。

    　

    「最近、収録が立て込んでいて帰りが遅くなって……ゆっくり過ごすことができなくてごめんね」

    彼がカフェインレスのコーヒーをブラックのまま飲みながら言った。忙しい彼のために選んでプレゼントしたコーヒーだった。

    「ううん、大丈夫。忙しいのに時間を作ってくれてありがとう」

    「どんなに短い時間でも、さーやの顔が見たくってさ。疲れが取れるような感じがするんだ。抱きしめるとさらに、ね」

    彼の部屋はあまり物がない。その代わり、ふかふかのカーペットの上に寝転がってのびのびと手足を投げ出しておしゃべりをしたり、足を絡ませあったりすることができる。

    顔と顔を寄せ合って、くだらない冗談を言ってくつくつと笑う。そのとき、わたしが『恋人』と共有したかったのはこういう時間だったんだと思った。身体だけを求められる関係は、もうこりごりだった。

    「住んでいるところが玄関を出てすぐ隣って、ほんとうに最高だなあ。俺、ここに引っ越してきてよかった」

    彼が笑ってそう言ったすぐあと、インターホンがまるでその言葉に相槌をうつようなタイミングで鳴った。思わず顔を見合わせる。彼がぷっと吹き出してから、ちょっと待っててねと言って立ち上がった。

    「こんな時間に誰だろう。下の階のひとからの苦情かな？　俺ら、いつも激しいし」

    「やだ、恥ずかしい」

    インターホンのボタンを押して彼が応対する。機械の向こうから、彼の名前を呼ぶ若い男性の声が聞こえた。

    「あれっ。ごめん、今日何か約束でもしていたっけ？」

    「いや、特にしてないけどちょっと会って話したいことがあって」

    「今来客中だから、近くのファミレスでもいいかな？」

    インターホンのモニターはこの位置からは見えない。友達だろうか。

    「リヒトくん、わたし帰ろうか？　お友達かな？　せっかく来てくれてるんだし」

    そう言って立ち上がりかけたとき、モニターの向こうから「今部屋にいるのって、やっぱり女の子？」という声が聞こえた。

    「……やっぱりって、どういうこと？」

    リヒトくんが低い声で言った。先ほどとは打って変わって、硬く重く聞こえた。空気が変わるって、こういうことを言うのかしら――なんて思った。

    「ちょうどいいから、その女の子も交えて話がしたい」

    「わかった」

    彼はわたしに小さく頷いて見せてから、部屋を出て行った。パタンとドアが閉まる。なんだろう……わたしも交えて話をって……どういうことなのかしら。モニター越しの男性の声に、少なくとも『良い話』があるような楽しげな雰囲気は感じなかった。

    なんとなく不穏な気持ちになる。落ち着かない。今、部屋にいる『来客』を『女の子』だとすぐに見当つけて言うということは――。この先を想像することさえ恐ろしい。だって、この予感が的中してしまったら……。

    　

    「お邪魔します」

    そう言ってリヒトくんのあとからついて部屋の中に入ってきたのは、彼より少しだけ背の高いサングラスをかけた男性だった。脱いだ帽子から赤茶色の髪が零れ落ちる。サングラスを外し、それをジャケットの胸ポケットにしまった。

    「あっ……」

    彼はリヒトくんの所属するアイドルグループ『アルケミスト』のリーダー、崇禅寺そうぜんじ　敬けいくんだった。エキゾチックな雰囲気が漂う、リヒトくんとは種類の異なった格好良さがある。まるで少女漫画から抜け出してきたかのような、キラキラとしたオーラをまとっている。

    悪い予感はたいてい当たるものだと言ったのは誰だっただろう。ケイくんはわたしたちへゆっくりと視線を投げてから、「それで、ふたりはいつからそういう関係なんだ？」と聞いた。

    「ケイ、ちょっと待って。そういう関係って、俺たちは……」

    「こんな時間にふたりっきりで部屋にいるんだから、ただの知り合いだってことはないだろう？」

    「あ、あの、わたし……隣の部屋の者です。あの、たまに掃除機とか貸したりおしゃべりしたり……あ、えっと、水無瀬といいます。あの、すみません……わたし……」

    うまい理由が見つからない。このままではリヒトくんに迷惑をかけてしまう。なんといっても、彼らは恋愛禁止のアイドル。ここはなんとしても、『ただの隣の部屋に住む住人』であることを強調しなくっちゃ。だけど、うそはつけない。どうしよう……。

    「水無瀬さん、ですか。よくこの部屋に来るんですか？」

    「すみません……」

    「最近、リヒトの様子がおかしいと思ってそれとなく観察していたんだけどさ。『こころ、ここに在らず』みたいなときがあって、これは何かあったなと思って」

    「そんな――俺は別にふつうだし、何も変わらないよ。ケイが見たとき、ちょっと疲れが顔に出てたんだと思う。風邪気味かなとか思っていたし……」

    「水無瀬さんは、こいつがどういう仕事をしているか知っているんですか？」

    リヒトくんの言葉を遮るように、ケイくんが聞いた。わたしは少し迷ってから、最近知りましたと答えた。

    「それならば、たとえたまにであったとしても狭い部屋の中でふたりっきりになるのは控えていただきたい。隣の部屋だからと言って、安全じゃない。わかりますよね？　どこで誰が見ているかわからないんですから」

    「すみません……」

    「ちょっとケイ、そんな言い方をするなよ。掃除機を借りたのは俺だし、彼女は何も悪くないんだから」

    「お前もアイドルなんだから自覚を持て。相手が男ならただの友達だと思ってもらえるけれど、女の子はだめだ。それに、掃除機くらい自分で買えよ」

    美形が少しでも怒った顔をすると迫力がある、と思った。ふたりがこうして並んで話をしていると、まるでお芝居でも見ているのではないかとさえ思った。

    ――なんて、悠長なことを思っている場合じゃない。わたしは必死で謝り、今後は迂闊なことはしないと言うとリヒトくんが止める間も無く彼の部屋をあとにした。

    　

    驚いた。まさか、グループのリーダーが来るなんて。やっぱりリーダーはメンバーのことをよく見ているんだな……。

    リヒトくんと会う回数が減るのはつらいけれど、彼らに迷惑をかけてしまうことのほうがもっとつらい。わたしは自分の気持ちにふたをするように、書斎のドアを開け、静かに閉じた。まるで、頭の中からリヒトくんのことや彼への想いを閉め出すように本の世界に逃げる。夢中になれる本を読んでいるときは、他のことを考えなくて済む。イヤなことがあったときや、悩みごとがあるときはいつもそうしてきた。やっぱり彼らの世界とわたしの生きている世界は違いすぎるんだわ。もともと、無理だったのよ……。

    でも今日はなかなかうまくいかない。彼の笑顔がちらついて離れない。彼らは今、どんなふうに話をしているのだろう。

    わたしは開いた本をすぐに閉じると、深く長いため息をついてからバスルームへと向かった。

    　

    ＊＊＊

    　

    あれから、わたしは彼の部屋に気軽に寄ることができなくなり、彼からの誘いのメールがきても用事があるからと言って断った。友達とごはんを食べに行く予定を入れたり、仕事のあとにレイトショーの映画館へ向かったりした。そして、以前よりもっとずっと仕事に打ち込むようになった。

    寂しくないわけじゃない。でも、そうすることしかできなかった。会えないのはとてもつらかった。でも迷惑をかけることや、傷つけてしまうことに比べたらまだマシ――それが最近の、自分の中での合言葉のようになっていた。

    　

    エレベーターを降り、自分の部屋へと向かう。このマンションは中廊下式なので、まるでホテルの廊下を歩いているかのように感じる。キーケースを取り出し、鍵を開けようとしたとき、隣の部屋のドアが勢いよく開いた。

    「きゃっ――」

    びっくりして思わずキーケースを落としてしまった。それを彼が拾い上げると、何も言わずにわたしの部屋の鍵を開けてドアを開いた。

    玄関に入り、わたしの腕を引っ張るようにして引き寄せる。ドアがバタンと閉まる。その音を、彼の腕の中で聞いていた。

    「さーや……会いたかった」

    胸が締め付けられるような切なげな声。身動きが取れないほど、きつくきつく抱きしめられる。

    「電話にも出てくれないし……俺のこと、嫌いになった？」

    そうじゃない。そうじゃないんだよ、リヒトくん。喉元まで出かかった言葉を押し留める。

    「ちょっとね……最近、忙しくて。ごめんね。今日も疲れてるの」

    そう言って、彼の身体から自分を引き剥がすようにして離れようとした。そのとき、彼がわたしの両の肩を掴んだ。目が合う。大きな瞳が揺れている。

    「俺を見て」

    「リヒト……くん……」

    まるで金縛りにでもあったかのよう。目をそらすことができなかった。瞬きすら忘れてしまう。

    彼が両の手の力を緩め、震える声で言った。

    「お願いだから……避けないで。俺、もう君がいない生活なんて考えられないんだ。ケイが言ったことは正しいと思う。でも、止められないんだ。さーやが好きだっていう気持ちを抑えられない。君と会えないだけで、こんなにも弱ってしまっているんだ……。俺の前からいなくなろうとしないで」

    胸がぎゅっと締め付けられるように痛む。なんて切ない顔をするのだろう。のどの奥が狭まるような感覚がする。彼がこんなにもわたしのことを想ってくれているなんて――。

    「リヒトくん、わたし……わたしもあなたが好きよ……」

    想いがくちをついて零れ落ちていく。迷惑をかけまいと連絡を取らないようにしていたこと、自分の気持ちにふたをして見ないようにしていたこと、ほんとうは以前のように毎日会いたかったこと、会って抱きしめてもらいたかったこと――。堰を切ったように、溢れて止まらない。

    彼がそんなわたしの頬に手を当てたとき、わたしはハッとして目をそらした。

    「でも……でも、やっぱりダメだよ。ケイくんたちにも迷惑をかけてしまう」

    　こころが焼け、焦げるような感じがした。こんなにつらい想いをするくらいなら、出会わなければよかったのに――。

    「そんなに言うなら、俺、やめるよ」

    「なっ――ダメよ！」

    「どうして？　俺がやめたら、さーやと自由に会えるようになるんだよ」

    「そんなのダメよ。リヒトくん、前に言っていたじゃない。スカウトされてアイドルになって、続けていこうと思った理由『くち下手だった自分を変えたいと思ったこと』それから『自分の歌やダンスを見て笑顔になってくれるひとたちがいるから』って。お願い、夢や目標を捨てないで」

    「……でも、君を失いたくない」

    吸い込まれてしまいそうなほど、深く綺麗な瞳だと思った。こころの奥底までその視線は突き刺さり、次の言葉を押しとどめてしまう。彼の指が唇をなぞる。ピリリと刺激が肌の上を走った。

    「俺、君のいない日々なんて考えられないよ。もう離れられない。さーやと会えなかった次の日は仕事にも身が入らない。もう君は俺の生活の一部なんだよ。仕事、がんばるからさ」

    「でも……」

    言いかけたわたしのくちを、彼が優しく塞いだ。唇の先で撫でるように繰り返されるキス。だんだんと身体が潤っていき、わたしたちはお互いの服を掴むように抱き合って舌を絡めた。

    「愛してる……」

    彼がわたしを抱きかかえ、ベッドへと直行する。服を剥ぐように脱ぎ、わたしたちは倒れこむようにして抱き合った。

    彼の舌が首筋を這い、指が肌を優しく撫でる。さらさらとしたシーツの感触を背中に感じながら、わたしは小さな喘ぎ声をあげた。

    胸元に赤黒いしるしがひとつふたつと増えていく。彼が唸るような声をあげながら、頂きにしゃぶりついた。快楽が背を駆け上がっていく。閉じた目の奥に光が見えるような気がした。

    　

    「あぁ……やっと会えた……会えなくてほんとうにつらかった」

    「んっ……はぁんっ、んっ……ごめんね、リヒトくん、ごめんね……」

    「好きだよ、愛してる……離さないからね」

    彼がわたしの両の乳首を指でコリコリとこよりをよるように刺激しながら、おつゆが滴る肉の棒を擦り付ける。ぬめり、ぬめりとおつゆが肌を這い糸を引く。その量に比例するように彼が欲情しているのだと思い、わたしは嬉しくなった。腰が浮き、ワレメに蜜がじゅわりと滲むのがわかった。彼の指の動きが速くなる。

    「はぁ……ぁんっ、あっあっ、んんっ……そこ、気持ちいいのぉっ……」

    「感じてるさーや、可愛すぎる……。乳首ビンビンだよ」

    彼の右手が茂みを撫でる。思わず脚を大きく開き、身体をくねらせてしまった。指が丁寧に茂みを掻き分ける。早く、早くと催促をするように腰が動いた。

    彼がワレメを指で左右にパックリと開く。蜜がトロリと零れ落ち、亀裂の下へと流れていった。

    「トロトロ……」

    「ぁんっ……は、恥ずかしい……」

    「もっとよく見せて。ほら、脚を閉じたらダメ。見えないよ。うーん……あ、そうだ。体勢、逆になろう。さーや、俺の顔の上に座るようにして」

    「えっ……えっ？」

    「ほら、こっちへおいで」

    「恥ずかしいよ……」

    「さーやの全部が見たいんだ。お願い。気持ち良くしてあげるから……。そう、ここに手をついて。そうそう。そんな感じ。あぁ、よく見えるよ……」

    羞恥心が掻き立てられ、頭がクラクラとした。彼が両の手を使い、ワレメを大きく開いて観察する。こんな間近で見られるなんて――。腰の力が抜けそうになる。抗えない自分にさらに頭がおかしくなりそうだった。

    「膝をついて。そう、片方ずつね。あぁ……中まで見えるよ……」

    「そんなに見られたら――ああぁっあぁんっ、はぁあんっ」

    彼がむしゃぶりつくように蕾にくちをつけた瞬間、火花が散るように快楽が走った。腰が仰け反る。彼がわたしの臀部を揉みしだき、ベロベロとワレメを舐め回した。くちから甘く湿った大きな声が零れ落ちていく。辛うじて自分の身体を支えながら、わたしは天を仰いで喘ぎ続けた。

    「き――気持ちいい――あぁあっ、あぁんっ気持ちいいのぉっはぁあんっ、すごいの、気持ち良すぎておかしくなりそうなのぉっ」

    ワレメを舐めながら、彼も自らの牡茎を右手でしごいていた。淫らな水音が部屋に響き、内側から皮膚を突き破ってしまうのではないかというような快楽が全身を駆け巡る。

    「あぁ――ダメ、ダメダメ、イッちゃいそう――あぁっ、あぁぁああぁんっ」

    全身のうぶ毛が逆立つような感覚。すさまじい悦びが頭のてっぺんまで駆けのぼり、頭の中が真っ白になった。

    脱力したわたしを彼が支え、素早く体勢を変えると一気にその太い牡茎でわたしを貫いた。

    声にならない声をあげ、わたしは身体をピンと反らせた。彼が恐ろしいほどの速さで身体の奥深くに撃ち込んでくる。襞が彼に絡みつき、ぐいぐいと締め付ける。

    「あぁ……さーやの中、気持ちいい……。俺、さーやなしじゃダメな身体になってる……。他のことなんか考えられなくなるよ」

    「んんっ、あっ……はぁあんっ、嬉しい……もっと強く抱いて、もっともっと……」

    彼がため息のような声を洩らした。吐息が重なる。熱い律動がわたしのど真ん中を強く刺激し、身体を大きく弓なりに反らせた。意識せずとも四肢が彼に巻きつき、離すまいとする。

    揺さぶられる。大きく、揺さぶられる。彼が大きく激しく腰を振り、触れた茂みが逆立った。

    「そろそろ……そろそろイキそうだ……」

    「わたしもっ、またイッちゃいそう！　あぁっ、ダメ、イッちゃいそうっ――イッちゃうっ」

    「中に出すよ――さーやの中に、出すからね」

    「だ……だめよっ、中はだめ――」

    彼が獣のような声をあげ、突き上げる。その声に呼応するように、全身が震えるような快楽が駆け巡りわたしは再び絶頂を迎えた。自分の体内に彼の欲望がほとばしる。その脈動と自分の痙攣を感じながら、わたしは細く長い息を吐き出した。

    　

    シャワーで汗を流したわたしたちは、再びベッドに潜り込み、お互いのぬくもりを感じながら他愛もない話をとろとろと続けた。彼の大学の話、昔から仲がいい男友達の話、わたしの仕事の話、大人になってから食べられるようになったものの話、初恋の話……。わたしたちは、彼の置かれた状況を忘れておしゃべりに夢中になった。ただの男と女、恋人同士の会話だった。

    　

    「じゃあ俺の誕生日にはイチゴの乗ったケーキを作ってよ」

    「ええ、いいわよ。張り切って作っちゃう」

    肌と肌を触れ合わせ、そのあたたかさと安心感に思わず頬をすり寄せる。女の子みたいに、キメの細かい肌。色白なのにすべすべとしていて、ざらつくところ、引っかかるところがない。

    そして、やはりこのひとはみんなの前で輝くひとなのだと思った。美しく透き通っているとさえ思えるような肌にバランスのよい目鼻立ち。引き締まった身体に、整った小さな顔が乗っている。

    「リヒトくん、もうアイドルをやめるなんて絶対に言わないでね」

    彼の裸の胸に頬をひたりとつけて言う。彼がわたしの髪を撫でながら、俺たちは秘密の関係だけど気持ちはいつもひとつだよ――と言った。

    秘密の関係。その言葉に、どきりとした。

    そう、わたしたちの関係は秘密にしなくてはならないものなんだ。胸がきゅっとなる。この甘やかな時間を守るために、これからいっそう注意を払わなくてはならない。

    「ごめんね、これからつらい思いをさせるかもしれない」

    「ううん、平気よ。あなたを失うことや、迷惑をかけてしまうことに比べたら全然気にならないわ。連絡しないほうがいい時間帯とか日にちとか、あとでおしえてもらえる？」

    「うん。スケジュール、おしえるよ」

    腰のあたりがゾクゾクとするような、甘い顔をしてリヒトくんが言った。あぁ、この表情を写真に撮ってずっと眺めていたい。そんなふうに思ってしまうほど、魅力的な笑顔だった。

    　

    その晩はふたり抱き合って眠り、翌朝彼は晴れやかな顔をしてわたしの部屋を出て行った。彼は大学とスタジオへ、わたしはいつも通り図書館へ。晩ご飯を食べに来ると約束をして。

    　

    ＊＊＊

    　

    散々迷った挙句、豚の角煮を作ることに決めた。丁寧に灰汁をすくって、豚肉を煮る。好きなひとのために作った料理を「美味しい」と言って食べてもらえること、それはとても幸福なことだと思った。

    インターホンが鳴る。わたしはエプロンを外して小走りに玄関に向かった。

    　

    「早かったね、もうちょっとかかるかと思っていたけれど――」

    ドアを開けながら言い、ハッとくちをつぐむ。そこに立っていたのはリヒトくんではなく、グループのリーダー、ケイくんだった。サングラスを外した彼が、軽く会釈する。

    「あっ……ごめんなさい。友達が来る予定だったので……」

    「いや、こちらこそ突然来てしまってすみません。少しお話がしたくて」

    彼を部屋にあげ、コーヒーでも淹れますからと言ってケトルをセットする。そのときに彼に見えないように、『ケイくんが来ている』と短いメールをリヒトくんに送った。

    「予定がおありのところ、すみません。お友達が来られるんですね」

    「はい。でもまだ大丈夫です。たぶん、まだ仕事中なので……」

    「そうでしたか。――今日はリヒトのことでお話があって来ました」

    やっぱりそのことか、とドキリとした。コーヒーを淹れながら、彼がここへ来る理由としたらそれくらいしかないわよねとこころの中でつぶやく。なんとか悟られないように乗り切らなくちゃ。どうしよう。なんて言えばいいのかしら。

    「あいつ、昨日まではなんだか元気がなかったくせに今日は見違えるほど明るい顔をしていたんですよ。ウキウキとしちゃってさ。何かあったのかなぁと思って。あいつがあんな顔をしてるということは、と考えてね。何か聞いていませんか？」

    「いえ……。コーヒー、どうぞ」

    「ありがとうございます。すみません」

    「とんでもないです。リヒトくん、元気なのですね。よかったです」

    「水無瀬さんはずっとこちらにお住まいなんですか？」

    「はい。と言っても、大学の頃からですけどね。彼が――リヒトくんがまさか隣に引っ越してくるなんて、夢にも思っていませんでした」

    　

    初めて彼がこの部屋へ来たときのことを思い出す。なんて熱烈な、濃い一日だっただろう。

    「わたし、最初はあの『アルケミスト』の『リヒト』くんだと気づいていなかったんです。彼、眼鏡をかけていたので。ほんとうにびっくりしました」

    「そうですよね。あいつってば、隙だらけで。このことは、周りには秘密にしておいてくださいね」

    「あ、はい。もちろんです」

    ケイくんは生真面目な顔をして頷いて見せると、こっくりとした厚手のカップをゆっくりとした動作でくちに運んだ。

    この青年は、確かわたしと同い年だったはず。落ち着いていて、そして凛とした雰囲気を醸し出している。はっきり、くっきりとした目鼻立ち。日本人離れした彫りの深さ。炎天下、その目元にカゲができるのではないかと思うほどの。

    　

    彼はきっと疑っている。そうでなければ、わざわざここへは来ないだろう。わたしの目を見ながら、その奥の嘘を暴こうとしているようにさえ思えた。

    「先日も言いましたが、もしもリヒトと顔を合わせることがありましたら、じゅうぶんに注意するようにしてください。どこで誰が見ているかわかりません。あいつはほんとうに単純で呑気なやつなので、水無瀬さんのほうからあいつを遠ざけるようにしてもらえると助かります。ひとつのスキャンダルが命取りになりかねません」

    背中がひやりとした。第三者のくちから聞くと、自分のやっていることはほんとうに危険なことなのだと改めて感じる。でも――もう引き返せない。わたしも、リヒトくんのいない生活は考えられない。

    それから少しばかり世間話をしたり、わたしの仕事のことなど聞かれたことに答えたりした。そして、コーヒーを飲み終えた彼は来たときにかけていたサングラスをかけ、帰って行った。節の目立たない、長く細い指が印象に残った。

    疲れた、と思った。こんなに緊張しながら質問に答えたのはいつ以来だろう。彼がどう感じたかはわからないけれど……。

    それから……、情けないと感じた。わたしたちは、ひとには言えないような悪いことをしているのか、と。こんなことがいつまで続くのだろうか。ただ、『ひとを好きになった』それだけなのに……。わたしたちはどうなるのかしら。どうなっていくの？　悲しくて、涙がボロボロと零れた。

    涙を拭おうとしたそのとき、スマートフォンが鈍い音をたてた。

    『ごめん！　今さっきケイから電話があって、コンサートのことで打ち合わせたいことがあるからって言われて、これから飯食いに行くことになった……。どうしても今日じゃないとダメだとか言っていて。ほんとうにごめん。晩飯、もう用意してくれてるよね？　朝に食べに行くから残しておいて！　とりあえず終わったらまた連絡する！』

    メールを読み終え、思わず目を閉じる。ため息は出なかったけれど、目の奥にケイくんの去り際の笑顔が浮かんで消えていった。

    いや、彼は悪くない。ケイくんはリーダーなのだから、コンサートについて話し合い、煮詰めることは何も不自然なことではない。それが例え、今日という日にぶつけてきたとしても――。

    イヤだ。なんて意地悪な考え方をしてしまったのだろう。なんてイヤな女なのだろう、わたしは。彼は精一杯仕事をしているだけなのに。

    気を取り直すように息を吸い込み、わたしは残りの調理に取り掛かった。涙はもう出なかった。リヒトくんが来れなくなったとしても、料理をこのまま放っておくことはできない。

    きちんと作り上げて、ホーローの容器に入れて冷蔵庫で保存しておこう。メールの通り、明日の朝に食べに来てくれるかもしれないし。そう思いながら、はちみつ色のホーローの容器を食器棚からおろしておく。フタを取ってそのまま食卓に出してもおかしくない、こっくりとした厚手の容器。お気に入りのものだった。

    明日はちょうど、仕事も予定もない土曜日。

    彼らの世界はわたしとは違う。こんな、少しの変更でいちいち落ち込んでいたり寂しさを感じていたりしたらこの先やっていけないわ。秘密の関係を続けると決めた以上、わたしは今までよりも強くならなくちゃ。

    豚肉は柔らかく煮込まれていく。くつくつと鳴る音が、なんとなくこころに染み入るように響いた。

    　

    深夜。そろそろ寝ようと書斎を出たその瞬間、スマートフォンが鈍い音をたてた。遅い時間に連絡したことを詫びる内容と、今から電話することは可能かという内容。中学時代から仲良くしているレイカからだった。イエスの返事をすると、すぐに電話がかかってきた。

    　

    「もしもし。どうしたの？」

    「こんな時間にごめんね。ユウスケのことなんだけど……」

    「ユウスケくん？　何かあったの？」

    彼女たちの交際期間は五年を超える。彼女が恋人のことで深夜に連絡をしてきたことは、これが初めてだった。

    「それがね……」

    言いかけて声に涙の気配が混じる。わたしは慌てて、落ち着いて、ゆっくりでいいから――と声をかけた。

    書斎に戻り、椅子に腰掛ける。彼女は、彼がどうやら職場の人妻と夜を共にしてしまった可能性があって、それを聞いて動揺していると途切れ途切れの言葉で語った。

    「ユウスケくんに限ってそんな……」

    「そのひとは、男が放っておけないような雰囲気の女の人なんだって。ユウスケの同期の中でも特に仲が良くて、わたしも連絡先を知っているひとがおしえてくれたの。飲み会の帰りだったって……。どうしよう。そんな、不倫――みたいな……秘密の関係にハマってしまったら……」

    「待って、落ち着いて。まだそうとハッキリ決まったわけではないんでしょ？　ユウスケくん本人にはまだ聞いていないのよね？」

    「うん……。浮気されたこともそうだけど、何より人妻と関係を持ってしまっていたら……」

    「その同期のひとの勘違いということはないのかしら。そのひとが気分が悪そうだったから、近くまで送って行ってあげただけとか」

    「わかんない……。どうやって話を切り出したらいい？　聞くの、怖いよ」

    レイカの言うように、不倫もまた『秘密の関係』なんだ。知られると誰かが傷つくことになる関係。本人たちも、無傷ではいられない――。

    「明日、ふたりとも仕事は休みなのよね？　――そう。それなら、わたしが間に入るから、きちんと事情を聞きましょう。わたしもふたりに久しぶりに会いたいしね。大丈夫よ、わたしがちゃんと話を進めるから。明日何時頃からいけそう？　――うん、ユウスケくんと連絡がついたらすぐに知らせて。待ってるから」

    電話を切って、スマートフォンを置く。明日、予定を入れてしまった。でも、彼女たちを放ってはおけない。彼女の家に向かうとしても、午後からだということだったから……午前中にリヒトくんと連絡がつけば良いのだけど。彼からはまだ連絡が返ってきていなかった。

    そのとき、隣の部屋のドアが開かれる音がした。リヒトくんが帰ってきたんだ。鍵をかける音がする。わたしは彼にメールをするかどうか迷って、スマートフォンを手に結局何もせず書斎を出た。もしかしたら、まだケイくんといっしょにいるかもしれないと思ったからだった。

    今日は眠れるかしら。色々なことがあったから……。

    

    　

    　

    第四章

    　

    雨の日曜日は何もする気になれない。

    レイカの家に集まって、ユウスケくんに話を聞いたあの日から一週間が経っていた。彼に対する誤解は解け、ふたりはまた仲の良い恋人同士に戻った。

    　

    昨日はユウスケくんの会社の同期のタクヤくんも呼んで、四人で食事に行った。レイカは楽しそうに酔い、よく笑った。ユウスケくんは何度も申し訳なさそうに謝り、同期のタクヤくんはそんなユウスケくんの肩をホッとした顔をして叩いていた。

    そして、帰り際にタクヤくんに連絡先を聞かれた。恋人はいるのかという問いとともに。わたしは少し迷ってから、恋人はいないと彼に伝えた。リヒトくんのことを詳しく聞かれると困ると思ったため、嘘をついた。わたしは自分の恋人のことを誰にも話せないのだということに、少し胸が痛んだ。まるで不倫関係にも似ている、と思った。連絡先の交換をしたけれど、後ろめたい気持ちが強く残った。

    　

    ベランダを打つ雨の音が激しくなった。あの日、結局リヒトくんはこの部屋に来ることができなかった。その後も何度か部屋に行くと彼から連絡があったけれど、うまく予定が合わず会えていない。それでも一日一度は必ずメールを送ってきてくれていた。今朝も「行ってくるね。早く会いたいね」とメールが入っていた。

    コーヒーを淹れ、斜めに走る白く細い雨を眺めながら飲む。コンサートを控えた彼らに休日は関係ない。たとえなかなか会えなくても、それは彼らがファンのことを思って取り組んでいるからだと思うと不満なんて言えないと思った。「最近、ケイがやけに色々と相談を持ちかけてくれるようになって。俺も相談相手に選ばれるくらい出世したのかな」と電話口で嬉しそうに言っていた彼の声を思い出す。ほんの五分程度の会話だったけれど、弾むような声を聞いただけで元気が出た。わたし、彼のことを前よりずっと好きになっているんだと思った。

    　

    スマートフォンが鳴る。カップを置いて内容を確認すると、タクヤくんからだった。後ろめたい気持ちが、返信する手を鈍らせる。他愛もない内容なのに。

    軽く持っていたそのとき、それが激しく鳴った。危うく落としそうになるのを、寸前で堪える。リヒトくんからの電話だった。

    「――もしもし」

    「さーや、今何してた？」

    「……リヒトくんのこと、考えてたよ」

    「よかった。ねぇ、今から出て来られる？」

    「えっ、お仕事は？」

    「一区切りついたから休憩。二時間後にまた撮影だから、みんなそれぞれ休憩してるんだ。俺も出てきて、今そっちに向かってる」

    　

    彼が落ち合えそうないくつかの駅名をあげる。わたしはすぐにわかったと答え、電話を切ると簡単に身支度をして家を出た。

    電車の窓ガラスに雨粒が滴り、その向こうに濃い灰色の空が見える。早く会いたいと強く思った。会いたい。会って、直に彼の声を聞きたい。

    　

    ポーチから小さめの鏡を取り出して、前髪の具合を確認する。少しばかり、頬が上気しているような気がした。ぷくりとした、さくらんぼ色の唇が目に入る。リヒトくんはこの唇を食べちゃいたくなるとよく言っていた。

    胸の奥――いや、腰のあたりかもしれない――身体の底のほうから何かが湧き上がってくるような感覚。頬は初恋を覚えたばかりの少女のような色に染まっているというのに、身体はハッキリと彼のすべてを欲している。イヤだわ。こんなに淫らな女だったなんて――と、鏡をしまいながら自分を恥じた。今日はこれから会えても、彼の素肌や汗をこの手に感じることはできない。そうはわかっていても、熟した果実が放つ濃密な香りにも似た甘やかな気持ちを抑えることは困難なことだった。こんな気持ちになったのも、彼が初めてだった。

    　

    電車を降り、急いで階段を駆け下りる。ひとの間を縫うように早足で歩き、約束の場所へと向かった。

    彼の姿を認めたとき、ふいに涙の気配がして困った。まるで、何十年も会えなかった大切なひとと会えたかのよう。胸がいっぱいになる。彼はチャコールグレーのキャスケットを目深にかぶり、いつもの黒縁の眼鏡をかけてそこに立っていた。

    　

    「待たせちゃったかな」

    「ううん、全然。――行こうか」

    彼がわたしの手を取る。心臓が飛び跳ねたような気がした。ドキドキする。男物の香水が香った。

    駅から少し離れた場所に、そのカフェはあった。筋が違えば住宅街。きちんと手入れされたグリーンや花々の奥に、明るいメープル色の木の扉がある。壁は白く、くり抜いたような細長い窓には分厚いガラスが嵌め込まれていた。中の様子はあまりよく見えない。

    「なんだか『隠れ家的な』という表現がしっくりくるカフェね」

    「うん。俺、こういうところはあんまり入ったことがないからなんだか緊張するよ」

    奥の半個室席へと案内してもらう。お客さんはそれぞれ話に夢中で、こちらを見るひとはほとんどいなかった。

    手早く注文を済ませ、薄くころんとしたグラスに入ったミネラルウォーターを飲む。のどがカラカラだった。

    「急に呼び出してごめんね」

    「ううん、嬉しかった」

    なんとなく芝居掛かったような声が出る。こうして向かい合わせに座るのはとても緊張する。ドラマのワンシーンのようだとも思った。こんなふうに外食をするのは初めてだった。嬉しさ半分、バレないかというドキドキ感が半分……。

    　

    「ほんとうはもっとゆっくりできるところに行きたいんだけどね」

    食後に飲んでいたコーヒーカップを置きながら彼が言った。その言葉にどきりとする。黒縁眼鏡の奥の目がキラリと光ったような気がした。

    わたしも――と言いかけて、そうねと言い直す。さらりと流すように、軽く響くように気をつけて。

    　リヒトくんが何か言いかけたとき、彼の胸ポケットに入っているスマートフォンが鈍い音をたてた。彼がごめんねと言いながら、それを取り出して内容を確認する。わたしは気づかれないような小さく細いため息を洩らした。

    「――いいや、あとにしよう」

    「え？　何？」

    「ケイからだったんだけどね。休憩が終わってからでもいい内容だから、あとでいい。ねえ、少しだけでいいから……俺について来てくれないかな」

    「でも……」

    わたしの返事を待たず、出る準備を始めている。そんな彼に、わたしは待ってと小さな声で言った。

    「もし、誰かに見られたら……」

    「外は雨、傘をさしていたらわからないよ」

    自分の中の警告音がだんだんと小さくなっていく。わたしだって、彼と深く強く抱き合いたい――。

    彼がわたしの目をまっすぐ見つめてくる。揺らぐ。何かあってからでは遅い――そう思ってはいるものの、この瞳の力に勝てる気がしない。ケイくんの言葉が頭の中をよぎる。わかっている。どこで誰が見ているかわからない。彼らは『恋愛禁止』なのだから……。

    「ダメかなぁ？」

    いじらしさすら感じる。まるで小さな女の子が、キラキラ光るおもちゃを欲しがるときのよう。あぁなんて顔をするのだろう。のどをぎゅっと掴まれ絞められているかのような息苦しさを覚えた。今、ここで断ったらもう彼と肌を合わせることができないのかもしれない――とさえ思えた。そのくらい、その目はわたしを捉えて離さない。

    「……わかった。じゅうぶん気をつけて行こうね」

    「ありがとう。よかった」

    こころの底からホッとしたとでもいうような声。迷ってしまったことに後悔さえ感じるような――。胸の奥がちくりと痛んだ。

    　

    　わたしたちは傘でまわりの目を避けるようにして先を急いだ。少し歩き、何度か角を曲がったところにその『街』は存在していた。雨に濡れ、よりいっそうその『街』は艶っぽく映った。

    すれ違うカップルたちに背徳感や羞恥の色は感じられない。人目を凌ぐ――なんて表現はひとつも見て取れなかった。新しそうなシックな雰囲気のホテルを選び、入室する。ほぼ満室状態だった。

    　

    「――あぁ、緊張した」

    「スリル満点だね。さーや、会いたかったよ……」

    荷物を置いてすぐに彼の腕に抱かれた。香水の香り、めまいにも似たふらつきを覚え、彼に寄りかかる。キスのシャワーを浴び、わたしたちはお互いを貪るように邪魔な服を引き剥がしていった。

    「ほんとうはもっと長い時間をかけて、たくさんの話をしながらこうやって抱きしめたいんだけど……。こんなことをさせてごめんね」

    ここは時間単位の愛の語らい場。わたしたちのように限られた時間の中、ぶつけ合うように愛を交わすカップルたちもいるだろう。でも、相手がアイドルだなんて女の子はきっと少ないはず。

    愛してるとか、会いたかったとか、何度もつぶやくようにくちにしながらお互いを昂めていく。素肌に触れるたび、震えるような悦びを感じた。

    彼のキメの細かい肌はすべすべとしていて、まるで女の子の肌に触れているかのよう。荒々しい手付きや唸るような声とのギャップに、思わず頬が緩む。彼がわたしの背後にまわり、胸を両の手ですくい上げるようにして揉む。肩に、肩甲骨あたりに、キスマークが付けられていく。身体が燃えるように熱くなり、こっくりと軟らかくなっていった。

    くぐもった甘い声がくちから零れ、その唇を彼が塞ぐ。何度も何度も、呼吸をする時間すら惜しいというようにキスを繰り返した。

    ふいに、スマートフォンが鳴る鈍い音が耳に届いた。

    「リヒトくん……ねえ、スマホ……鳴ってない？」

    「いいから。今は考えないで」

    彼の指が肌の上を滑り、亀裂に触れる。そこはもうしっとりと潤っていて、彼の訪れを待ちわびていた。

    「びしょびしょ……」

    「恥ずかしい……」

    「俺もいっしょ。早くここに挿れたくてどうしようもない」

    そう言って、彼が硬く大きく膨らんだ肉の棒をわたしの腰のあたりに擦りつけた。背後に彼の熱を感じる。吐息がかかり、その昂りを思って肌がまたさざ波立った。

    彼がわたしの腰を抱き起こし、四つん這いにさせる。覆い被さって、臀部に男根を擦り付けながら、彼はわたしのぬかるみに指を滑り込ませた。自分の後ろ姿を――それも裸の――こんなふうに見られているなんて。恥ずかしさと、わたしたちはこんな淫らな愛し合い方だってできるんだという嬉しさで息が弾んだ。無防備な姿を晒し、彼の愛撫に身を委ねる。四肢の先端にまで届きそうな深い悦楽と、甘く被虐的な気持ちが混ざり合い、わたしの身体は潤い蕩けていった。

    ぴちゃぴちゃと水音が響く。胸を荒々しく揉まれその頂きを摘まれたとき、わたしは堪えきれなくなり、叫ぶように悦びの声をあげた。

    「どんどん溢れてくるよ……」

    彼が耳元でささやくように言った。快楽が触れられたところからビリビリと身体中を駆け巡り、思わず腰が沈みそうになる。その腰を彼が支え、一気にわたしを貫いた。

    「あぁあっ――そんな……はぁあんっ、急に……」

    「だってもう我慢できないよ――あぁ……気持ちいい……」

    彼が打ち付けるように腰を振る。内臓が後ろから押されるように圧迫され、そのたびに甘く湿った声がくちから零れた。

    「あぁ……すごい……すごく締まっていて気持ちよすぎるよ……」

    腰を振る速度が増し、胸がぶるんぶるんと揺れた。その胸を擦り合わせるように彼が両側から揉み、突起をくにゅりくにゅりと刺激した。

    ふたりの身体はしっかりと繋がり、お互いを離すまいと引っ張り合う。燃え上がった身体が彼を締め上げ、そこに彼が幾度も幾度も牡茎を押し込んでくる。神経が研ぎ澄まされ呼吸が混ざり合い、わたしたちはひとつになった。

    「ほんとうに俺たちって、相性抜群だよね。こんなに気持ちよくて、しっくりときて……。あぁもう……気を抜いたら出ちゃいそうだ……」

    艶やかな肌に吐息が零れ落ちる。階段を駆け上がるように昇り詰めていく。髪が逆立つような快楽。彼が獣のような声をあげ、そのときを知らせた。わたしも彼を追うように腰を大きく反らせ、彼の熱く濃い愛を内部に受けとめる準備をした。壺が大きく開き、ほとばしる愛を奥へ奥へと吸い込んでいく。言いようのない悦びが全身を駆け巡る。その悦びはズクズクと疼くように深く尾を引き、いつまでもいつまでもわたしの頭の中を白く染めていた。たっぷり時間をかけて、わたしたちはお互いの痙攣する下半身に残る甘く蕩けるようなエクスタシーを味わった。

    ぬるりと牡茎が離れたとき、寂しさに思わず「まだ――」と口走ってしまった。抜かないで――とこころの中で続ける。彼は大丈夫とやわらかい声で言うと、ゆっくりとわたしの身体を解きほぐしていった。

    マッサージをするかのように撫で揉み、キスをしていく。彼の中途半端に硬さを保っているお肉の棒が時折肌に触れ、そのたびにじゅんっと熱と潤いが増していった。

    「メンバーやスタッフからかもしれない電話を無視してセックスするのって、ちょっとドキドキするよ。でもまだ時間は大丈夫。いいんだ。さーやがいるから、俺はもっとがんばれるんだしね」

    「ん……っ、そこ、リヒトくん――そこ、ダメなの、わたし……」

    指が蕾を捏ねるように動く。大きく膨らんだ蕾は、赤く敏感になっている。彼がそこを探りながらわたしの反応をじっくりと観察する。腰が引け、沈むとさらに彼の手が密着してくる。息があがり、壺から流れ出てくるものを感じて顔がカッと熱くなった。その混合液を彼が指ですくい、蕾に塗りつける。生暖かい混合液はヌルヌルとしていて、マッサージ用のオイルのように蕾の熱と馴染んでいった。

    「ここをこうやってマッサージすると、すごく気持ちいいんだよね？　すごく色っぽい顔をしてる……」

    「や……だ、恥ずかしい。あんまり見ないで……」

    「さーやの愛液と俺の精液が混ざったものをこうやって塗りつけてると……だんだん変な気持ちになってくるよ……。ヒクヒクしてる……あぁほんとうに頭がおかしくなりそう」

    陶酔感。波立ち、次から次へと押し寄せてくる。ふたりの愛の滝が臀部へと流れていき、シーツを汚していく。彼が恍惚とした顔をして、お肉の棒を押し付けその滝をせき止めるようにズブリと壺に突き立てた。

    絶叫にも似た声が出る。わたしの身体を大きく揺さぶるように、彼が腰を振る。ジュッポンジュッポンと、聞いたことのないような卑猥な音が響いた。

    「さーやの中……ドロドロでグチャグチャですごいことになってる……。あぁもう離れたくないよ……」

    上ずったような彼の声。大きな吐息とともにその言葉の過激さは増していった。いつしかそれは生々しい実況に変わり、さらにふたりの身体を燃え上がらせる。

    わたしたちは何度も達し、果ててはまたすぐにお互いの身体を貪り合った。指を絡ませ、舌を這わせ、名前を呼び合いながら深く深く結びついていく。立場も時間も忘れ、わたしたちはただただ愛のままに身体を溶け合わせた。甘く満ちたふたりの身体はしっかりとひとつになっていった。

    　

    美味しい料理でおなかをすっかり満たしてしまったように、わたしたちは充実した顔をしてその部屋を後にした。駅で別れ、彼は再び仲間たちの元へと戻っていった。彼の余韻を下半身に感じながら、わたしも自分の家へと戻っていった。

    　

    この日のことが後に最大の試練になることを――わたしはまだ知らない。

    　

    ＊＊＊

    　

    「そんな――！」

    わたしは思わず、持っていたスマートフォンに向かって叫ぶように言ってしまった。落としそうになる手を慌ててもう一方の手で支え、画面を凝視する。何度瞬きをしても変わらない。明日発売の、女性週刊誌の内容に触れたニュース記事。

    そこには『ファン衝撃！　アイドルグループ「アルケミスト」メンバー、撮影合間に二十代巨乳美女と密会か!?』という見出し、そして現場をおさえた写真が掲載されているといった内容が書かれていた。

    撮られていたなんて――！

    目の前が真っ暗になるような気がした。ケイくんの言葉が浮かぶ。人生には取り返しのつくこととつかないことの二種類があるけれど、これはどう考えたって後者でしかない。一度出てしまった情報を『なかったこと』にはできない。どんな写真が載っているのか、今はまだわからないけれど――『恋愛禁止』を謳っている以上、下手な言い訳は通用しないはず。疑われるような行動をするほうが悪いと言われれば、もう何も言えない。

    この週刊誌は、わたしたちのことをどれだけ知っているのだろう。このマンションの、隣の部屋で生活していることも知っているのかしら。もしもそうだとしたら――わたしがここにいると余計に迷惑をかけてしまうかもしれない。『アルケミスト』の名前が出てしまっている以上、メンバーのみんなに迷惑がかかることは避けられない。これ以上、記事が出てしまうことだけは避けなくちゃ――。

    わたしはスマートフォンをテーブルの上に置くと、クローゼットからキャリーケースを取り出して荷造りを始めた。

    　

    慌てて出てきたマンションはいつもと変わりなく見えた。ホッとすると同時に、リヒトくんはどうしているだろうかと心配になった。そのとき、彼からの着信が入った。キャリーケースをゴロゴロと引きながら電話に出る。声が、震えた。

    「――さーや、大丈夫か!?」

    いきなり聞こえたのは、わたしを案ずる優しい声だった。ごめん――と言ったきり、次の言葉が出てこなくなってしまった。

    どこからか漂う夕食を準備する匂いにノスタルジックな気持ちに襲われる。まるで、わたしだけがこの世界から浮いてしまっているかのような気がした。昨日までのわたしたちにはもう戻れない。出会う前にも――戻れない。ここにいてはいけないと強く思った。彼のそばにいてはいけない。

    「わたし――もうあなたといっしょにはいられない……」

    その言葉を言ったとたん、涙が溢れた。もう会えない。会ってはいけないのだと悟った。

    何かされたのか、酷いことでも言われたのかと問う彼の声を無視して、わたしは通話をぷつりと切った。どうしてこのひとはわたしの心配ばかりして、責めることをしないのだろう。

    何度も何度もスマートフォンが鳴る。わたしはそれに出ない。電源を切ってしまおうか。そう思うたびに、指が躊躇する。彼がこうして電話をかけてくれるのは、わたしを引きとめたいからだ――と思うと嬉しくて、どうしても電源を切ることができなかった。彼のその思いを感じていたい。けれども、それもできなかった。

    自分の足音とキャリーケースの音が響く。ジャケットのポケットに入れたスマートフォンが鈍い音をたて続ける。そういえば、もうすぐ彼の誕生日だ。ケーキを作るって、約束したっけ。その日のことが遠い昔のことのように思えた。

    どうして出会ってしまったのだろう。まるで彗星のように突然現れて、わたしのこころを奪っていってしまった。名前を呼ぶ声も、透き通るような肌も、ぷくりとしたやわらかな唇も、愛しくて愛しくてたまらなかった。今だってそれは変わらない。彼のための忠告さえ、わたしたちをとめることはできなかった。溶け合うように愛し合った日のことを、きっと忘れることはないだろう。

    彼はわたしがつくった柚子ジャムを、ヨーグルトに入れて食べるのが毎朝の日課だと言っていた。わたしは彼らの歌を聴き、彼のために夜更かしをした。生活の中にふたりの存在が根付いていた。

    スマートフォンの鳴る間隔が短くなり、回数が減っていく。マンションから遠ざかるごとにそれは減っていくように思われた。

    行くあてもなく、ただただ前へと進んでいた。曲がり角しかなければそこで曲がり、十字路は迷わず真っ直ぐ進んだ。ぐんぐん進んで、どこだかわからない道を泣きながら歩いていた。気が付いたら駅前へと出てきてしまっていた。家路を急ぐひとと、これから飲みに行くひととで賑やかな駅前。あきれるほどに明るくて、何ひとつ変わらないいつも通りの風景。

    スマートフォンはもう鳴っていない。ポケットからそれを取り出し、不在履歴をひとつずつ消していく。横を通り過ぎて行ったサラリーマンが、ちらりとこちらを見ていった。

    彼からメールも入っていた。話がしたい、とその一言だけ。

    苦しい。呼吸は正常にできているはずなのに、新鮮な空気がちっとも入ってこないような気がした。のどを掻きむしり、大きな穴を開けてしまいたい衝動にかられる。とにかく、この街から出て行かなくちゃとそればかりを考えるようにした。

    どこへ行こうか。実家に帰るにはもう時間が遅すぎる。仕事を休むわけにはいかないし……。わたしは深呼吸をひとつすると、スマートフォンの画面をタップした。

    　

    「急にごめんね」

    「全然構わないわよ。たまには借りを返させてよ」

    レイカがからりと笑って言った。彼女もわたしと同じく親元を離れて一人暮らしをしているため、少し気持ちが楽だった。今まで何度も嫌な男の愚痴を聞いてもらった部屋。

    彼女は髪をアップにして、クリーム色のシフォンのリボンがついたバンスクリップでまとめていた。すぐに何があったのか聞かず、淡いレモンイエローの大きなマグカップに入ったホットミルクを出してくれた。

    　

    「明日、仕事？」

    「うん。レイカもだよね」

    「実はね、明日有給休暇を取ってあるの。去年辞めた先輩とランチに行く予定だったんだけど、延期になったから丸一日空いてるんだ。さあちゃんもさ、その様子じゃきっと仕事どころじゃないだろうし休んだらどうかな？　泣いたでしょ？　涙のあとが残ってる。きっと仕事にならないと思うし、一日いっしょにゆっくりしよう」

    彼女のやわらかい微笑みと、ホットミルクのあたたかさが胸に染み渡っていくようだった。鼻の頭がつうんと熱くなる。それをマグカップで隠すようにして、わたしはありがとうと心から言った。

    身体が冷えているだろうからと、彼女は先にお風呂に入ることを勧めてくれた。熱いお湯が肌の上をざあざあと流れていく。ふいに、彼と抱き合ったあとに浴びたシャワーの熱が思い出された。もうあんなふうに笑いあって、お互いの身体を撫でることはできない。シャワーに混じって、熱い涙が落ちていった。

    　

    レイカがお風呂に入っている間に、スマートフォンを取り出して着信の有無を確認する。彼からの着信が何件も入っていた。そして、メールも。わたしは下唇を噛みしめるようにして想いをこころの中から閉め出すと、『もうその部屋にわたしはいません。探さないで。さようなら』と書いて送った。

    鉛を飲んだように、胸の奥が詰まって重苦しい。スマートフォンの電源を切り、キャリーケースにしまう。こころが、冬の寒い日に水仕事をしたあとの手指のよう。ひび割れて、血が滲んで痛む。こんなとき、都合よく記憶喪失にでもなってしまえればいいのに。あのひとの記憶だけ、ごっそり抜き取ってしまえれば……。

    　

    「さあちゃん？」

    「あっ――。ごめん、気がつかなかった」

    わたしは慌てて涙を拭うと、笑顔を作って振り返った。レイカがパッとわたしの前に膝をついた。そして、ゆっくりと小さな声で「我慢しなくていいよ」と言った。

    「レイカ――」

    レイカがわたしの髪に触れる。わたしは彼女の肩に額を預けて泣いた。声を出して、子どものように――。

    涙が堰を切ったように、あとからあとから押し寄せて止まらない。堪えていたものが溢れ出るように、涙となって落ちていく。こんなに泣いたのはいつ以来だろう。身体中の水分を出しきってしまうのではないかというほどに泣き続けた。レイカはずっと何も言わず、ただゆっくり優しくわたしの髪を撫でてくれた。

    水分補給をしなくちゃね、と言いながら泣き止んだわたしに彼女はあたたかいルイボスティーを出してくれた。それを飲みながら、自分の身に起こったことを彼女に話していった。うそみたいな話なんだけど――と言いながら。彼女は疑いも大げさな相づちも打たず、ただ静かに頷いて聞いてくれた。

    　

    「そうだったの。だから、荷物を持って家を出てきたのね」

    話し終えたわたしに、彼女はそう言った。落ち着くまでここにいていいからね、とも。

    「隠していてごめんね……」

    「あら、そんなこと。全然構わないわよ。むしろちゃんとずっと黙っていたんだから、えらいと思うわ。たまにいるじゃん、自慢気にそういうことを軽々しく話しちゃう子って。ただ、タクヤくんがさあちゃんのことを気にしていたから、それとなく何か理由をつけて話しておくわね」

    「あ……うん、ごめんね。ありがとう」

    「もう。さっきから謝ってばっかり。気にすること、ないわよ。長い付き合いでしょ、わたしたち。タクヤくんには合コンの約束でも取り付けるから。わたしに任せておいて！」

    　

    こうして、わたしはしばらくレイカの家にやっかいになることになった。発売された週刊誌には、リヒトくんとわたしがラブホテルから出てきた瞬間をおさめた写真が載っていた。斜め後ろを向いているわたしの顔は写っていないけれど、眼鏡をかけた彼の顔はハッキリと写っている。朝の報道番組にも取り上げられ、所属事務所は事実を確認中だと言っていた。

    　

    　

    「さあちゃん！　ちょっと来て！　急いで！」

    仕事から帰ったわたしを、レイカが興奮した様子で呼んだ。わたしは慌てて脱いだ靴を揃えて部屋へあがりながら、どうしたのと聞いた。

    「これ！　見て！」

    そう言いながら、わたしの手を引っ張ってテレビの前へと連れて行く。テレビを見ることが好きなレイカは、食事のときには必ずそれをつけていた。

    彼女が指さした先、そこには彼の姿が映っていた。真剣なまなざし。甘酸っぱいような愛しさが胸の中に広がっていく。彼の瞳の強さを久しぶりに感じ、もう何年も会っていないかのような気がして胸がいっぱいになる。小指の爪が割れて痛いとか、牛乳の賞味期限がもうすぐ切れそうだとか、あんなにも近くでふたり分の『日常』を感じていたのに。

    　

    「これから記者会見をやるんだって」

    「記者会見……」

    画面の中の彼はとても誠実そうで、そしてかしこまって見えた。かっちりとまとめたれた髪に無地のチャコールグレーのスーツ、それから小紋柄のネクタイを締めている。いつものやわらかい笑顔は影を潜めていた。きりりとした表情の彼を見て、こんなときなのに格好良いと思ってしまった。

    「例の記事についての会見……だと思うわ」

    「……」

    わたしは無言でリモコンの電源ボタンを押した。もう彼とは会わないと決めて家を出てきたのに、こんなふうに彼の姿を見てしまったら……気持ちが揺らいでしまう。もうこれ以上、彼らに迷惑はかけられない。

    そんなわたしの手からリモコンを奪うと、レイカがハッキリとした口調で言った。

    「どうして消しちゃうの？　きっと、彼なりに自分の言葉で伝えたいことがあるのよ。本人がこうやって会見を開くのって、アイドルでは珍しいような気がするもの」

    「よけいにつらくなるから……みたくないの」

    わたしは首を横に振りながら、レイカの手からリモコンを取って再びテレビを消した。ぷつりと彼の姿が消える。画面が暗くなる前に映っていたその会見には、予め決められていたというような雰囲気はなく、急遽設けられたといった慌ただしさが感じられた。

    「ダメよ。せっかく彼が何か言おうとしているんだから」

    何度も電源をオンオフし合っているその合間に、彼が話している声が耳に入った。

    「皆さま、本日はお忙しい中お集まりくださいまして誠にありがとうございます。また、関係者の皆さまには多大なるご迷惑をおかけしてしまい、誠に申し訳ございません。『アルケミスト』メンバーの、リヒトです」

    久しぶりの彼の声に、思わず息を詰めて目を閉じてしまった。やっぱりみたくないの――そう言いながら電源を切る。レイカも負けじとテレビの前に陣取って、わたしに会見をみせようとする。

    「――先の報道では、ほんとうにたくさんの方にご迷惑をかけてしまい、そして混乱を招いてしまいました。僕たちを応援してくださっている方々にも、ほんとうに申し訳なく思っています」

    彼の真剣なまなざしが映っては消え、消えては映る。

    「自分の気持ちを自分自身のくちから皆さまにお伝えしたいという旨、メンバーや事務所のひとたちに話し、会見を開くことに至りました」

    レイカもわたしも一歩も引かなかった。何度も同じことを繰り返し、そのたびに彼の声が耳に飛び込んでくる。けれども、恋愛が禁止されていることは周知の事実。テレビで別れの言葉なんて聞きたくはなかった。それはわたしにとって、トドメの一撃になる。

    「――というルールを掲げているにも関わらず、皆さまの気持ちを裏切ることをしてしまったこと、ほんとうに申し訳ありません」

    そのやり取りの何度目かのあと、レイカが叫ぶように言った。

    「――さあちゃんのバカ！　いい加減にしなさいよ。彼のこと、ほんとうに好きだったんでしょう？　あんなに好きだったひとががんばっている姿を、あなたがみなくてどうするの？　しっかりとみてあげなよ！」

    わたしはハッとして、思わずリモコンを取り落してしまった。再び画面に彼が現れる。

    「――週刊誌に載っている写真の、僕の隣に写っていた女性のことですが、彼女は僕の大切なひとです。僕は彼女のことをこころから愛しています」

    会場がどよめいた。『どよめく』という表現が、こんなにもぴったりだと感じる場面を初めて見た。レイカもわたしも言葉を失い、ただただ画面を見つめていた。

    彼は切々と気持ちを語り続けている。レイカがわたしの背にそっと手を添えた。

    「もちろん、『恋愛禁止』のルールを忘れたわけではありません。これを破ったことによる罰を受けなくてはならないと思っています。『ただの友達』だと嘘をつくことは可能ですが、僕は自分の価値観をも変えてしまった彼女のことをそのような嘘で傷つけたくないと思ったのです。彼女にさえ会わなければ、僕はこれまでと変わらず『恋愛禁止』のルールに則って、そしてそれをおかしいとも窮屈とも思わずに仕事をしていたと思います。でも、僕たちは出会ってしまった。彼女の存在が、僕を変えてしまったんです。でもそれは決してマイナスなことではありません。彼女は僕の仕事を理解し、応援してくれています。僕が歌ったりダンスをしたりすることは彼女のためではありませんが、彼女が僕の支えになってくれていることは否定できません。僕たちは『愛』や『恋』の歌も多く歌っています。彼女を愛することで、僕はよりいっそう、自分たちの歌を愛することができたのです。彼女といることで、より深く歌詞の意味を理解することができるのです。僕はこれからも、彼女のそばにいたいと思っています」

    彼がそう言い切った一瞬ののち、リポーターが矢継ぎ早に質問していく。彼は真摯に頷きながら、ひとつずつ丁寧に言葉を選んで答えていった。同じ家には住んでいないこと、この会見の内容をメンバーは承知だということ、自分はまだ学生であることから結婚については未定だがふたりで話し合って決めていきたいということ、今後の『恋愛禁止』のルールや活動、罰則についてはこれからメンバーや事務所との話し合いで決まること――等。彼はとても落ち着いていて、そして誠実だった。時折見せる照れたような笑顔に、わたしは涙の気配を感じた。

    画面の中の彼。彼があの部屋に引っ越してくる前だって、そうだった。わたしは彼の姿を、ノートパソコンの向こうでしか見たことがなかった。一方的に語られるラジオを聞き、歌声を聴くだけだった。

    でも、その頃と今では決定的に違うものがある。気持ち、だ。彼を見るわたしの目は、あの頃とはまったく違う――。彼を画面の中だけで見ていた頃にはもう戻れない。わたしたちは出会ってしまった。お互いの存在を知り、肌で感じ、愛を交わしてしまった。彼の息遣いを、あたたかさを忘れることなんてできない……。

    　

    「彼女には今回こうして会見をすることを話していないんです。だから、見てくれているかはわからない。でも、もし見てくれていたら……僕の気持ちが伝わればいいなと思います」

    レイカがわたしの服を掴んで、電話しなよと言った。連絡してあげて、彼、こんなにさあちゃんのことを想ってるんだから……と。わたしは溢れ出る涙を両の手の指で拭いながら、レイカからスマートフォンを受け取った。震える指で画面をタップする。テレビの向こうでは、再び質問攻めになっている彼の横顔が映し出されていた。

    　

    「あっ……ごめんなさい、ちょっと……」

    そう言って、画面の中の彼がスーツの内ポケットからスマートフォンを取り出す。一際大きな歓声があがった。

    「――もしもし」

    画面の中の彼の声と、スマートフォンから聞こえる彼の声の少しのズレに泣き笑いのような表情になる。今、友達の家で……テレビ、見ていたよと言うと、画面の向こうの彼が大輪のひまわりのような笑顔を見せて、見てくれてありがとうとこたえた。シャッターが幾度も光り、リポーターの興奮した大きな声があちこちから飛んだ。

    「つらい思いをさせてしまって、ごめんね。でも、君がいないと困るんだ」

    「わたしこそ……ごめんなさい。きちんと話もせずに……」

    「大丈夫。君は何も心配しなくていいから、いつもの場所で待っていてくれないかな」

    「うん……ありがとう」

    「こちらこそ、ありがとう。愛してるよ」

    　

    レイカが横で大きくしゃくりあげた。わたしも、リヒトくんの顔が涙で滲んでよく見えなくなってしまった。『愛してる』『待っていて』その言葉が耳に優しく響き続けた。

    

    　

    　

    最終章

    　

    あれからしばらくインターネット上でもテレビでもラジオでも、リヒトくんのあの会見のことで持ちきりだった。きっとわたしも赤の他人だったら、あつらえたようなあの展開に無反応ではいられなかっただろう。仕事中、たくさんのひとが彼の名前をくちにしているのを何度も耳にした。意外だったのは、どの場面でも概ね好意的な意見が多かったということ。ルールを破ったことに関しての批判的な意見よりも、圧倒的に「一途で素敵。格好良かった」「今時『恋愛禁止』というほうが古いわよね。アイドルだって人間なんだから、恋ぐらいするわ。むしろそのほうが健康的よね」「本人がきちんと質疑応答ありの会見をしたことはとてもよかった。まるでドラマでも見ているみたいだった」といった肯定的な意見のほうが目立っていた。

    中には過激なファンたちもいて、殺伐とした書き込みが匿名の掲示板に書かれることもあったけれど、世間の反応を見てから出された事務所側の「『恋愛禁止』をルール付けるかは各個人、各グループの判断に委ねる。ただし、未成年者の多いグループは引き続き『恋愛禁止』とする」によって次第に減っていった。

    　

    ケイくんを始め、『アルケミスト』の全メンバーとの顔合わせと迷惑をかけてしまったことのお詫びもして、わたしたちの関係は晴れて公認のものとなった。彼らは実に爽やかで、そしてとても好意的だった。「君のおかげでこいつのやる気が倍になるのなら大歓迎だよ」という言葉に、思わず目頭が熱くなった。

    　

    「憧れてたやつ、やっちゃった。記者会見」

    「前に言っていたわね。漫画家さんの――だったよね？」

    「そう。今度、その漫画を貸すよ。けっこうおもしろいんだよ」

    「うん。読んでみたいと思ってたの」

    　

    彼はタフだ。大学へ行き、稽古をして、夜遅くに帰ってきてわたしの部屋に寄る。今日も打ち合わせのあと、メンバーと夕食を済ませてからこの部屋に来た。「会見をしたからには、前以上に気を引き締めて臨まないとね。コンサートに来てくれるひとたちをがっかりさせたくない」と、いつも言っていた。

    　

    「この部屋って、大きな本棚にぎっしり本が詰まっていてまるで図書館みたいだね」

    「職場も図書館なら、自宅も図書館かしら」

    「ほんとうに本が好きなんだね」

    腕を伸ばして本を取る。その手を彼が背後からそっと包んだ。すぐ近くに彼の吐息を感じ、どきりとする。

    「もう『秘密の関係』ではないからその分のスリルはないけれど、さーやといっしょにいるとドキドキして……」

    そう言いながら、彼が下半身をぐっと押し付けてくる。硬く大きくなったそれを感じ、頬がカッと熱くなった。

    「リヒト――」

    彼がわたしの首筋に噛み付くようにくちづける。左手が服をまさぐり、右手が腰を抱く。舌が首筋を這い、耳たぶを優しく撫でる。皮膚の下で血がざわりざわりと騒ぐようだった。

    「なんだか図書館でいけないことをしているみたいで、興奮するよ」

    「もう……ばかね」

    彼の右手が太ももにかかり、スカートの中へ忍び込んでくる。その動きはもどかしいほどに遅く、まるでわたしを焦らそうとしているかのようだった。ショーツの端に指があたる。ぴくりと肌が反応した。

    「俺、歌もダンスもお芝居もこれまでの何倍も努力してうまくなるからさ、ずっとそばにいてね」

    「うん……応援してる」

    「コンサートやレコーディングのたびになかなか会えなくなるかもしれないけれど、いつも君のことを想っているから」

    「わたしもよ」

    「俺がいない間に別の男と遊んだりしないでね」

    「そんなこと、するわけないじゃない。それに、綺麗なモデルさんや可愛い女の子たちとやり取りする機会が多いんだから、わたしのほうこそ気が気じゃないのよ」

    「妬ける？」

    「……まぁそういう感じ――、んっ」

    彼の指がショーツの中に滑り込んできた。ゆっくりと優しく、茂みをより分けるように指が先へと進む。左手がブラごと胸を揺するように揉みあげ、舌が耳のふちを優しく撫でた。たぷんたぷんと胸が揺れる。ふわあっと風船を空に放ったように意識がどこか別の場所に吸い込まれていく感覚がして、頭がぼうっとした。

    「嬉しいなあ。妬いてくれるなんて。でも大丈夫だよ。俺、さーやしか見えていないから……」

    「んんっ……ふぁっ――ぁんっ、待って、まだ――」

    わずかな隙間から忍び込ませた指がワレメを横方向へ引っ張り、にじり寄る。中指が中心部へ到達し、ぬかるみを探るように浅く動いた。

    「そんなこと言って。もうトロトロになってるよ……」

    左手がブラをずりさげ、やわやわと胸を揉む。身体が蕩けるように軟化し、彼のペースに呑み込まれていく。いったんショーツの隙間から引き抜いた右手を、今度は大胆になだらかな丘に沿うように滑り込ませる。すぐに亀裂を開き、再びそこへ指を這わせる。ぬるぬると動かしていたかと思えば、生卵をとくように荒く動き、わたしの呼吸を激しく乱していった。

    　硬く立ち上がった胸の頂きを彼がきゅっと摘んだとき、わたしは思わずその場に座り込みそうになってしまった。

    「可愛いさーや……愛してるよ」

    指が蜜をすくい上げ、蕾に塗りつけて優しく愛撫する。彼が舌でわたしの唇を割った。左手の指がこよりをよるように乳首を転がし、右手の指がぬかるみを掻き回す。その動きが徐々にスピードを増していき、敏感な部分をダイレクトに刺激した。

    「あぁ……あぁあ――ぁんっ、あっ……そこ、そこいい……」

    束にした指がそこを集中的に攻め込んでくる。快楽が身体中を駆け巡り、わたしは思わず腰を弓なりに反らせた。彼がわたしの身体をしっかりと支え、指のピストンを速めた。

    「あぁっ――あぁあんっ、あぁっ、ダメ――ダメ、そこっそこダメなのぉっ、あぁあんっ――気持ちいいっ、気持ちいいのぉ――あっ、あっダメっ、イッちゃうよぉっ――イクッ、イッちゃうっ――」

    彼の腕の中に倒れこんだわたしの、ビクビクと痙攣する蜜壺を二、三度大きく掻き混ぜてからショーツを引き下ろし、彼はわたしを絨毯の上に組み敷いた。

    「さーやの身体、イキやすくなってるんじゃないかなあ……。可愛くてえろくてたまらないよ」

    彼が着衣のままわたしを荒々しく抱き、キスを繰り返した。そしてベルトに手をかけ、下半身を露わにすると、その大きな彼の分身をわたしの太ももに擦りつけてため息のような声を洩らした。

    「どんなに忙しくても、できるだけ会う時間を作るから……会えないときも俺のことを考えて、俺の感覚を忘れないでいて」

    わたしは大きく頷きながら、泣きそうな気持ちになった。彼の想いが切々と伝わってくる。いつもあなたを想うから――わたしはあなたのものよ――そう耳元で囁くように繰り返しながら、彼を奥深くまで受け入れた。甘く蕩けるようなエクスタシーが全身を覆い尽くしていく。わたしたちの身体は海のように潤って満たされ、波打ってひとつになる。彼が激しく腰を振り、わたしはその背に爪痕をつけてしまった。

    「あぁ……さーやの中、締め付けてくる……こんな――あぁ、気持ちいい……」

    「わたしもっ、気持ちいいのぉ……あぁっ、あっ、ぁんっ、奥まであたってるの、リヒトくんのおっきいのが奥まであたって気持ちいいのぉっ」

    硬くいきり勃った牡茎が出たり入ったりするたび、壺がぎゅうぎゅうと彼を締めあげ、大きな悦びをもたらした。

    「気持ちよくて、きゅんきゅんするのぉっ――リヒトくんのおっきいの、気持ちいいよぉ」

    「俺も気持ちよすぎておかしくなりそうだよ……さーやの中、ぐちょぐちょで気持ちよすぎる……あぁさーやとの生セックスは最高だよ、すぐにでもイッちゃいそうだ」

    彼がわたしの膝を掴んで突き込んでくる。わたしも腰を大きく反らせ、止めどなく押し寄せる快楽を貪った。全身のうぶ毛が逆立つような悦び。涙が滲むほどの甘い幸福感がこころと身体を満たしていった。

    「あぁもうダメだ、もう限界――さーやの中に出してもいい？」

    「いいよ……出して、わたしの中に全部出してっ」

    「あぁ――出るっ、出る出るっ」

    彼から放たれた愛はわたしの奥深くまで注ぎ込まれ、混ざり合う。この動物的な愛の温度と気だるさを、わたしは余すことなく身体に記憶させておきたいと思った。彼がいない日にも彼を近くに感じられるように。彼の体温を、息遣いを、目を閉じればすぐに思い出すことができるように――。

    艶やかなキメの細かい肌、青く伸びる血管、右太もも内側のほくろ、寝起きは三重になる目蓋、驚いたときに片方だけあがる眉――すべてが愛おしい。彼の一瞬一瞬の、生身の表情のすべてをすっかりそのまま記憶しておきたい。――愛しているから。

    　

    「もう一回、しようか」

    わたしたちは抱き合いながら溶け合って、ひとつになる。はるか昔からそうなることが決まっていたかのように、深く、強く。

    「明日は収録で帰りがかなり遅くなりそうだから、明日の分も今しようよ」

    そう言って、彼がわたしにキスをした。

    わたしは笑ってこたえながら、彼をしっかり抱きとめた。

    　

    　

    　

    終

    

    　

    この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

    本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

    本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

    また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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